
授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

ドイツ語Ⅱ 平成１７年度 都築 正則 ５ 前 １ 選 

 

［授業の目標］ 

ドイツ語によるコミュニケーション能力を高め、積極的にドイツ語圏からの情報収集に対処できる能力を養う。 

ドイツ語圏の人々との友好を促進し、ドイツ文化への理解を深めることを目標とする。ドイツ語による 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞および JABEE 基準

1(1)(a)に対応する． 

前期 

第１週 Lektion 8, 対話テキスト８，年間の目標、現在完了、分

離動詞、 

第２週 過去完了、未来、未来完了、対話練習８。現在分詞、過

去分詞。 

第３週 クリムトの絵と近代絵画、zu 不定詞、現在分詞、分詞構

文、冠飾句。 

第４週 、対話練習８、不定代名詞、到達度確認１、中間予備試

験１。 

第５週 Lektion 9, 対話テキスト９，話法の助動詞、分離・非分

離動詞、指示代名詞。 

第６週 関係代名詞、接続法、間接話法、対話練習３。 

第７週 接続法第２式非現実話法、丁重な依頼、非事実の前提と

その結論、到達度確認２、中間予備試験２。 

 

第８週 前期中間試験  

 

第９週 „ Ausgewalte Marchen der Bruder Grimm” 

Lektion 1 ドイツ語会話第１日のテキスト。 

第１０週 Lektion 2 第２日のテキスト、挨拶の仕方。 

 インターネットよりのニュース１。到達度確認３，中間予備試

験３。 

第１１週 Lektion 3 第３日のテキスト、食事の時の会話。 

第１２週 Lektion 4 第４日のテキスト、買い物の会話。インタ

ーネットニュース２。 

第１３週 Lektion 5 第５日のテキスト、鈴鹿とケルンの紹介。

インターネットニュース３。 

第１４週 Lektion 6  Beinahe einen Autounfall、接続法第２式

非現実話法。 

第１５週 練習問題６ 復習、到達度確認４、中間予備試験４。

 

 



 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

発音 

１． 母音、子音などドイツ語の単語はすべて音声を出して読みと

ることができる。 

２． 文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき

る。 

３．発音記号が読めて、その単語も書ける。 

 

品詞論 

１． 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

２． 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

３． 不規則動詞の三基本形が教科書では５９単語が記載されて

いるが、それらの大部分は言えて、使える。 

４． 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

５． 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

６． 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

７． 接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得してい

る。 

８． 接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

９．動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

 

統語論 

１． ドイツ語における１１の文型を教科書の巻末に提示したが、

いろいろなドイツ語文においてどの文型に当てはまるか区

別できる。 

２． １格、２格、３格、４格の用法につき、基本的な用法を理解

している。 

３． 定動詞の位置（正置、倒置、後置）に理解している。 

４． 冠飾句の用法を理解している。 

５． 文の三つの形（単文、複文、重文）を理解し、それぞれ文を

区別できる 

６． ドイツ語は多くの場合枠構造をしている。分離動詞、完了形、

受動態、従属文などの場合は枠構造についての理解なしには

解釈できないが、枠構造について理解している。 

 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

１． ドイツ語でか次のことが言える。 

２． 挨拶、道を尋ねる、欲しい物が言える。助けを求めることや

電話をかけることができる。 

３． ドイツ語で自己アッピールすることができる。 

自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

４． インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。

５． 相手の意見に対して、反論することができる。 

６．相手の話すことに対して、不明の場合は何度も聞きなおし、

その内容を確認し、自分の意見を言うことができる。 

 

［注意事項］ 授業中の質疑の他に、メールによる質問にも答えるようにするので、メールの交換も適宜できるようにしておくこと。

また、教科書の他に配布するプリント教材、練習問題の準備も含めて授業の予習、復習をよくすることが必要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしていること。 

［レポート等］理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：「コミュニケーションドイツ語入門」都築正則、Stefan Trummer 共著、三重大学出版会教科書 

「グリム童話選集」都築正則編・注、東西文化社、「世界のニュース」都築正則編・注（インターネットから取り出した

ニュース教材、適宜プリント配布） 

 参考書：「パスポート独和辞典」白水社、「郁文堂和独辞典」郁文堂 

［学業成績の評価方法］ 

 学業成績は前期中間・前期末・後期中間・後期末の４回の定期試験及び８回の中間予備テストの平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績において６０点以上を取得すること。 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

ドイツ語Ⅲ 平成１７年度 都築 正則 ５ 後 １ 選 

 

［授業の目標］ 

ドイツ語によるコミュニケーション能力を高め、積極的にドイツ語圏からの情報収集に対処できる能力を養う。 

ドイツ語圏の人々との友好を促進し、ドイツ文化への理解を深めることを目標とする。ドイツ語による 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞および JABEE 基準

1(1)(a)に対応する． 

後期 

第１週 Lektion 7 Kinder und Hausmarchen 概要説明、試験問題

検討、後期の目標。 

第２週 グリム兄弟の業績、グリム辞書、ゲッティンゲン７教授

事件。 

第３週 Lektion 8  童話 Hansel und Grete 購読 1, 21 頁、イン

ターネットニュース６。 

第４週 童話講読２、教科書２１頁、インターネットニュース４、

到達度確認５、中間予備試験５。 

第５週 童話購読３，教科書２２頁。 

第６週 童話購読４，教科書２２頁。インターネットニュース５。

第７週 総復習、到達度確認６、中間予備試験６。 

 

第８週 後期中間試験 

 

第９週 童話購読５，２３頁、試験問題検討。 

第１０週 童話購読６、２３頁、ニュース６。 

第１１週 童話購読７、２４頁。 

第１２週 童話購読８、２４頁、ニュース７， 

到達度確認７、中間予備試験７。 

第１３週 童話購読９，２５頁、ニュース８。 

第１４週 童話講読１０。２５頁 

第１５週 童話講読１１，２５頁、 

２年間のドイツ語到達度確認８、中間予備試験８ 

学年末試験 

 



 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

発音 

１． 母音、子音などドイツ語の単語はすべて音声を出して読みと

ることができる。 

２． 文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき

る。 

３．発音記号が読めて、その単語も書ける。 

 

品詞論 

１． 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

２． 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

３． 不規則動詞の三基本形が教科書では５９単語が記載されて

いるが、それらの大部分は言えて、使える。 

４． 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

５． 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

６． 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

７． 接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得してい

る。 

８． 接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

９．動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

 

統語論 

１． ドイツ語における１１の文型を教科書の巻末に提示したが、

いろいろなドイツ語文においてどの文型に当てはまるか区

別できる。 

２． １格、２格、３格、４格の用法につき、基本的な用法を理解

している。 

３． 定動詞の位置（正置、倒置、後置）に理解している。 

４． 冠飾句の用法を理解している。 

５． 文の三つの形（単文、複文、重文）を理解し、それぞれ文を

区別できる 

６． ドイツ語は多くの場合枠構造をしている。分離動詞、完了形、

受動態、従属文などの場合は枠構造についての理解なしには

解釈できないが、枠構造について理解している。 

 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

１． ドイツ語でか次のことが言える。 

２． 挨拶、道を尋ねる、欲しい物が言える。助けを求めることや

電話をかけることができる。 

３． ドイツ語で自己アッピールすることができる。 

自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

４． インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。

５． 相手の意見に対して、反論することができる。 

６．相手の話すことに対して、不明の場合は何度も聞きなおし、

その内容を確認し、自分の意見を言うことができる。 

 

［注意事項］ 授業中の質疑の他に、メールによる質問にも答えるようにするので、メールの交換も適宜できるようにしておくこと。

また、教科書の他に配布するプリント教材、練習問題の準備も含めて授業の予習、復習をよくすることが必要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしていること。 

［レポート等］理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：「コミュニケーションドイツ語入門」都築正則、Stefan Trummer 共著、三重大学出版会教科書 

「グリム童話選集」都築正則編・注、東西文化社、「世界のニュース」都築正則編・注（インターネットから取り出した

ニュース教材、適宜プリント配布） 

 参考書：「パスポート独和辞典」白水社、「郁文堂和独辞典」郁文堂 

［学業成績の評価方法］ 

 学業成績は前期中間・前期末・後期中間・後期末の４回の定期試験及び８回の中間予備テストの平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績において６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

フランス語Ⅱ 平成１７年度 永田 道弘 ５ 前 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 前期の始めで、3回の授業を使い、前年度で学習した文法事項の簡単な復習を行なう。その後、その文法知識を活用して、平易なフ

ランス語の文章の読解に取り組む。最初は『20 歳のフランス』により、戦後のフランス社会の若者たちの文化に触れながら、フラン

ス語の基本的な語彙や表現を身につける。後期は、『人間と社会』の批判的な購読を通じ、より高度な読解力の養成を目指していきた

い。 

［授業の内容］  すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ 

および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する． 

前期 

第１週 文法事項の復習 

第２週 文法事項の復習 

第３週 文法事項の復習 

第４週 Francais, avez-vous change? 

第５週 Les nouveaux adolescents 

第６週 Deux opinions sur le bonheur 

第７週 Un peu d’economie 

第８週 前期中間試験 

 

 

 

 

第９週 Le chomage 

第１０週 Le budget d’un etudiant parisien 

第１１週 Interview d’un etudiant en medecine 

第１２週 La croisade des jeunes 

第１３週 La ville 

第１４週 Les Francais regardent la television 

第１５週 Le Centre Georges Pompidou 

 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 文法的知識（解析能力） 

2. 文法的知識（総合能力） 

3. 実際の場面における上記事項の応用力 

4. 発音 

 

 

［注意事項］ 仏和辞書を毎時間持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ フランス語１の学習内容。 

［レポート等］ 

 教科書：『20 歳のフランス』中川信ほか著（駿河台出版）。『人間と社会』山内嘉己ほか編（第三書房） 

 参考書： 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験の平均点を６割、課題、小テスト、レポートを４割として百点法により総合して評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

フランス語Ⅲ 平成１７年度 永田 道弘 ５ 後 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 前期の始めで、3回の授業を使い、前年度で学習した文法事項の簡単な復習を行なう。その後、その文法知識を活用して、平易なフ

ランス語の文章の読解に取り組む。最初は『20 歳のフランス』により、戦後のフランス社会の若者たちの文化に触れながら、フラン

ス語の基本的な語彙や表現を身につける。後期は、『人間と社会』の批判的な購読を通じ、より高度な読解力の養成を目指していきた

い。 

［授業の内容］  すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ 

および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する． 

後期 

第１週 La societe primitive 

第２週 La societe primitive 

第３週 La reforme sociale 

第４週  La reforme sociale 

第５週 Pour l’egalite 

第６週 Pour l’egalite 

第７週 復習 

第８週 後期中間試験 

 

 

 

 

第９週 La Commune de Paris 

第１０週 La Commune de Paris 

第１１週 Une societe impersonnelle 

第１２週 Une societe impersonnelle 

第１３週 L’apres ‐ guerre du Japon 

第１４週 Dans une societe socialiste 

第１５週 Revolte contre la civilisation moderne 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 文法的知識（解析能力） 

2. 文法的知識（総合能力） 

3. 実際の場面における上記事項の応用力 

4. 発音 

 

 

［注意事項］ 仏和辞書を毎時間持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ フランス語１の学習内容。 

［レポート等］ 

 教科書：『20 歳のフランス』中川信ほか著（駿河台出版）。『人間と社会』山内嘉己ほか編（第三書房） 

 参考書： 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験の平均点を６割、課題、小テスト、レポートを４割として百点法により総合して評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

中国語Ⅱ 平成１７年度 仲井 真喜子 5MEICS 前期 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 基本的な中国語の文法項目を理解し、中国語の全体像をつかむ。 ２． 中国及び中国語に興味をもつ。 

［授業の内容］ すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ お

よび JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

前期 

 

第１週  復習、概要、自己紹介 

第２週  二つの“了”、連動文 

第３週  進行を表す“在”、変化・未来を表す“了”(1) 

第４週  進行を表す“在”、変化・未来を表す“了”(2)  

第５週  “更”と“最”、助動詞“可能”  

第６週  経験を表す“過”、助動詞“会”(1) 

第７週  経験を表す“過”、助動詞“会”(2)、小まとめ 

第８週  前期中間試験 

 

 

第９週  復習(1) 

第１０週 存現文、同一・類似を表す表現(1) 

第１１週 存現文、同一・類似を表す表現(2) 

第１２週 「“在”＋動詞」と「動詞＋“着”」 

第１３週 結果補語(1) 

第１４週 結果補語(2) 

第１５週 復習(2) 

［この授業で習得すべき「知識・能力」］ 

〈発音〉 

１． 基本的な単語を見て発音することができる。 

２． 簡単な会話を聞きとり理解できる。 

 

〈文法〉 

１． 主述述語文・二重目的語文が理解でき、運用できる。 

２． 現象文・処置文・兼語文が理解でき、運用できる。 

３． 結果補語・様態補語・可能補語が理解でき、運用できる。 

４． 助動詞“可以”“能”“会”“想”“要”が理解でき、運用

できる。 

５． “了”“着”“過”のアスペクト表現が理解でき、運用でき

る。 

 

<会話> 

１． 学習した文法項目を使って、各場面設定での簡単な会話がで

きる。 

 

<作文> 

１． 自分の考えを簡単な文に表現できる。 

 

<読解> 

１． まとまった文章のおおよその意味を理解できる。 

 

<総合理解> 

１．雑誌・新聞広告・漫画・歌などの副教材によって、文化・習

俗を理解しようとする。 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

［レポート等］授業中に演習問題を解き，毎回の授業終了時に解答をレポートとして提出する． 

 教科書：｢話す中国語、北京篇１｣董燕・遠藤光暁著、朝日出版社、 および配布プリント 

 参考書：授業時、随時紹介する。 

［学業成績の評価方法］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点を８割、口頭試験の結果を２割として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］   

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

中国語Ⅲ 平成１７年度 仲井 真喜子 5MEICS 後期 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 基本的な中国語の文法項目を理解し、中国語の全体像をつかむ。 ２． 中国及び中国語に興味をもつ。 

［授業の内容］ すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ お

よび JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

後期 

 

第１週  数量補語、程度表現(1) 

第２週  数量補語、程度表現(2) 

第３週  復習(1) 

第４週  復習(2) 

第５週  方向補語、禁止表現(1) 

第６週  方向補語、禁止表現(2) 

第７週  “把”表現、“是～的”表現(1) 

第８週  後期中間試験 

 

 

第９週  “把”表現、“是～的”表現(2) 

第１０週 可能補語(1) 

第１１週 可能補語(2) 

第１２週 “祝～”表現、複雑方向補語(1) 

第１３週 “祝～”表現、複雑方向補語(2) 

第１４週 復習(3) 

第１５週 復習(4) 

 

［この授業で習得すべき「知識・能力」］ 

〈発音〉 

１． 基本的な単語を見て発音することができる。 

２． 簡単な会話を聞きとり理解できる。 

 

〈文法〉 

１． 主述述語文・二重目的語文が理解でき、運用できる。 

２． 現象文・処置文・兼語文が理解でき、運用できる。 

３． 結果補語・様態補語・可能補語が理解でき、運用できる。 

４． 助動詞“可以”“能”“会”“想”“要”が理解でき、運用

できる。 

５． “了”“着”“過”のアスペクト表現が理解でき、運用でき

る。 

 

<会話> 

１． 学習した文法項目を使って、各場面設定での簡単な会話がで

きる。 

 

<作文> 

１． 自分の考えを簡単な文に表現できる。 

 

<読解> 

１． まとまった文章のおおよその意味を理解できる。 

 

<総合理解> 

１．雑誌・新聞広告・漫画・歌などの副教材によって、文化・習

俗を理解しようとする。 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

［レポート等］授業中に演習問題を解き、毎回の授業終了時に解答をレポートとして提出する． 

 教科書：｢話す中国語、北京篇１｣董燕・遠藤光暁著、朝日出版社、 および配布プリント 

 参考書：授業時、随時紹介する。 

［学業成績の評価方法］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点を８割、口頭試験の結果を２割として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］   

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

２． 学習した英語リーディングのスキルを効果的に活用して、英

文を読むことができる。 

３．英文の内容に関する質問に簡単な英語で答えることができる

 

４．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける。 

５．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる。 

 

［注意事項］ 授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れ、計画的に自主学習を進めるよう努力するこ

と。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ～英語Ⅳで身につけた英語運用能力および語彙 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与えることがある。 

教科書：Intermediate Skills for Reading（SEIBIDO） 

参考書：超基礎からのステップアップ TOEIC テスト語法・文法・リーディング （旺文社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 筆記試験（中間試験、期末試験）７０％、課題・レポート・小テスト３０％の割合で成績を

評価する。ただし、前半の成績（前期中間試験および課題・レポート・小テスト）が６０点に達していない学生には再試験を課し、再

試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には６０点を上限として該当する試験の成績に置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅤA 平成１７年度 三上明洋 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 ４年間で学習した英語の知識・技能を活用し、さまざまなテーマを扱った英文を題材に、リーディングのスキルを学習し、英語リー

ディングの力を高めることを目的とする。 

［授業の内容］すべての週の内容が、学習・教育目標(A)＜視野＞

[ JABEE 基準 1(1)(a)]および（C）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]

の項目に相当する。 

【前期】 

第１週 授業の概要説明,  

第２週 Unit 1 Formal Letter Writing: A Dying Art? (1) 

第３週  Unit 1 Formal Letter Writing: A Dying Art? (2) 

第４週  Unit 2 U. S. Teens: Reading is Interesting! (1) 

第５週  Unit 2 U. S. Teens: Reading is Interesting! (2) 

第６週  Unit 3 How Old Is Old Enough? (1) 

第７週  Unit 3 How Old Is Old Enough? (2) 

第８週 前期中間試験 

第９週  Unit 4 The History of Hollywood (1) 

第１０週  Unit 4 The History of Hollywood (2) 

第１１週  Unit 5 Numbers and Beliefs (1) 

第１２週  Unit 5 Numbers and Beliefs (2) 

第１３週  Unit 6 The History of Chocolate (1)  

第１４週  Unit 6 The History of Chocolate (2) 

第１５週  演習、まとめ 

 

 

 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅤＢ 平成１７年度 林  浩士 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］科学技術を題材とする英文テキストで用いられている英語表現を学習すると同時に、「理系マインド」を育み、題材に

関連する情報に広く目を向けて話題を蓄積し、技術者として必要なコミュニケーション能力を向上させることを目的とする。 

［授業の内容］ 

全ての週の内容は、学習・教育目標(Ａ)＜視野＞(Ｃ)＜英語＞お

よび JABEE 基準 1(1)(f)の項目に相当する 

 

第１週 Electronic Ink（電子的インク） 

第２週 Botox（ボトックス） 

第３週 Earthquake Prediction（地震予知） 

第４週 Fuel Cells（燃料電池） 

第５週 Traveling（旅行） 

第６週 Violence Gene（暴力的遺伝子） 

第７週 Smart Buildings（ハイテクビル） 

第８週 前半のまとめテスト（中間試験） 

 

 

 

 

第９週 Atlantic Heat Conveyor Currents 

               （大西洋暖流コンベアー） 

第１０週 Unexceptional Beauty（絶世の美女） 

第１１週 Flight Simulators（模擬飛行訓練装置） 

第１２週 Return of the Mammoth（マンモスの再現） 

第１３週 Spider Ranching（クモの牧場化） 

第１４週 Microbot（マイクロボット） 

第１５週 Land Mines（地雷） 

[この授業で習得すべき[知識・能力］] 

 

1. 各ユニットに出てくる単語・熟語の意味および慣用表現が理

解できる。 Ｃ＜英語＞ 

2. 各ユニットで取り上げられるトピックの概要を理解できる。

 Ｃ＜英語＞ 

3. 各ユニットの内容に関する英問に対して、適切な表現で応答

できる。 Ｃ＜英語＞ 

4. 各ユニットで紹介される英語表現のいくつかを使って適切

な英語表現ができる。 Ｃ＜英語＞ 

5. 既習の英文を、内容が伝わる程度に朗読できる。  

Ｃ＜英語＞

 

［注意事項］ 授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れ、計画的に自主学習を進めるよう努力するこ

と。参考書「速読英単語」は小テスト等に使用するので、最初の授業時に持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ～英語Ⅳで身につけた英語運用能力および語彙 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与えることがある。 

［教科書］ Cutting Edge in Science  (金星堂) 

［参考書］ 速読英単語＜必修編＞（増進会出版社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間、前期末の２回の試験の平均点を 70％、課題（レポート）・小テストの結果を 30％とし、その合計点で評価する。ただし、

前半（前期中間試験まで）の成績で 60 点に達していない学生には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場

合には、60 点を上限としてその試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上を取得すること。 



［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 後期中間・学年末の 2 回の試験の平均点で評価する．ただし，レポートや再試験を実施する場合には，60 点を上限として評価する。

［単位修得要件］ 

 学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

社会学 平成１７年度 保坂 稔 ５全 後期 Ⅰ 選 

 

［授業の目標］科学技術、コミュニケーション、ナショナリズム、国家といった今日重要な問題を学び、現代社会を把握する視点を習

得する。とりわけ中心に取り上げたいのが、「科学技術」の問題である。授業では、私たちが日常的に使う病院や学校の例を取り上げ

つつ、ビデオも用いて、科学技術の問題を理解すると同時に、社会学の分析方法を簡潔に把握する。 

［授業の内容］   全体の週において，学習・教育目標（Ａ）

＜視野＞と、 JABEE 基準Ⅰ(1)(a)に該当する内容を講義する． 

第１週  社会学とは何か 

第２週  心理学との関係－分析の視点 

第３週  家族をめぐる社会問題：児童虐待 

第４週  社会調査の基本－視聴率の仕組み 

第５週  サンプリングの実際 

第６週  社会病理学 ラベリング論 

第７週 社会学の理論と方法 

第８週  中間試験 

 

第９週 合理化 

第 10 週 人間と自然との関係 

第 11 週 宗教の理解 

第 12 週 ナショナリズム 

第 13 週 ポストモダン 

第 14 週 コミュニケーション的合理性 

第 15 週 グローバリゼーション 

 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 科学技術の問題点を把握する視点を身につける 

２． 現代社会を社会学的視点で見れるようになる 

 

 

［注意事項］  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし 

［レポート等］  

教科書： 藤田弘夫・西原和久『権力から読みとく現代人の社会学・入門』有斐閣アルマ 

参考書： 保坂稔『現代社会と権威主義』東信堂、小俣和一郎『精神医学とナチズム』講談社 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

有機工業化学 平成１７年度 松田，長原 ５ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 有機工業化学の進展によって，各種の化学物質が生活に利用されている。原料から製品に至る製造プロセスを把握す

ると共に機能，性質に関する基本原理を理解する。 

［授業の内容］ 

「生物応用化学科」学習・教育目標（Ｂ）＜専門＞（JABEE 基準

１(1)(ｄ)(2)a））に相当する。 

 

（前期） 

第  1 週 有機工業化学の原料，製品純度など 

第  2 週 石油の精製 

第  3 週 石油化学（１）ナフサ改質 

第  4 週 石油化学（２）ナフサ分解 

第  5 週 石油化学（３）オレフィン 

第  6 週 石油化学（４）芳香族炭化水素 

第  7 週 石油化学（５）石油化学製品 

第  8 週 中間試験 

第  9 週 石炭乾留 

第 10 週 石炭のガス化と液化  

第 11 週 油脂化学   

第 12 週 脂肪酸化学 

第 13 週 界面化学（1）非イオン性 

第 14 週 界面化学（2）陰イオン性 

第 15 週 界面化学（3）陽イオン性 

 

（後期） 

第  1 週 吸光と発光 

第  2 週 染料 

第  3 週 染料 

第  4 週 香料 

第  5 週 香料 

第  6 週 味覚物質 

第  7 週 味覚物質         

第  8 週 中間試験 

第  9 週 農薬 

第 10 週 農薬 

第 11 週 天然高分子（１）糖 

第 12 週 天然高分子（２）タンパク質 

第 13 週 合成高分子（1）ゴム 

第 14 週 合成高分子（2）熱可塑性 

第 15 週 合成高分子（3）熱硬化性 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

有機工業化学（つづき） 平成１７年度 松田，長原 ５ 通年 ２ 必 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（1）石油，石炭関連の化学物質の製造プロセスが説明できる。 

（2）油脂関連の化学物質の製造プロセス及び機能・性質に関する

基本原理が説明できる。 

（3）ファインケミカルズに関して，性質と化学構造の関連が説明

できる。 

 

（1）ファインケミカルズに関して，性質と化学構造の関連が説明

できる。 

（2）高分子の合成プロセス及び，機能・性質に関する基本原理が

説明できる。 

 

［注意事項］ 

  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  

 有機化学の基礎事項を理解していること。 

［レポート等］ 

  理解を深めるため，課題を与える。小テストを行う。 

教科書：「有機工業化学」園田，亀岡 編（化学同人） 「有機工業化学」プリント 

参考書： 高純度化技術大系 第３巻 高純度物質製造プロセス（フジ・テクノシステム） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験，中間試験により 60 点以上を確認する。60 点に達しない場合には，再試験（60 点）を行う。ただし，学年末定期試験の再

試験は行わない。 

定期試験，中間試験で 60 点を超える分を 20 点，小テストを 10 点，課題を 10 点の割合で，60 点に加点して評価する。 

［単位修得要件］ 

 定期試験，中間試験により 60 点以上であること。 

 

 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

卒業研究 平成１７年度 生物応用化学全教員 ５ 通年 １０ 必 

 

［授業の目標］ 

生物応用化学の応用化学分野および生物化学分野の実験研究を通して，深い専門知識と実験技術をもち，文章表現力，プレゼンテーシ

ョン等のコミュニケーション能力をもつ，創造性豊かな学生の育成を目指す。 

［授業の内容］ 

学習教育目標（A）<意欲>，（B）<専門>，（B）<展開>，（C）<発表> 

（JABEE 基準 1(1)(c)，(d)(1)，(d)(2)a）b）c）d）, (e)，(f)，(g), 

(h)）に相当する。 

 

学生各自が研究テーマを持ち，各指導教官の指導の下に研究を行う。

テーマの分野は次の通りである。 

応用化学分野 

化学工学，有機化学，無機化学，分析化学等 

生物化学分野 

  遺伝子工学，培養工学等 

 

 

問題設定，研究方針，計画，実行，成果に至る過程をストーリ

ーのある文章にして発表することが重要である。そのため，４月

発表，中間発表（１０月発表），最終発表（２月発表）の３回の

プレゼンテーションを行う。 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． 修得した知識・能力を超える問題に備えて，継続的・自立的に学習できる。             学習･教育目標（A）<意欲>

 

２． 修得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に進め，まとめることができる。      （B）<展開>

 

３． 自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論できる。                （C）<発表>

 

４． 英文による基本的な意志表現ができる。                                   （C）<英語>

 

［注意事項］ 卒業研究は，それまでに学習したすべての教科を基礎として，１年間で１つのテーマに取り組むことになる。それまでの

学習の確認とともに，テーマに対するしっかりとした計画の下に自主的に研究を遂行する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 研究テーマに関する周辺の基礎的事項についての知見、或いはレポート等による報告書作成

に関する基礎的知識。 

［レポート等］ 理解を深めるため，適宜，関係論文・書物を与え，また，レポート等の課題を与える。 

 教科書：各指導教官に委ねる。 

 参考書：各指導教官に委ねる。  

［学業成績の評価方法および評価基準］ 卒業研究論文（指導教官による評価，４０点），初回口頭発表（１０点），中間発表（口頭発

表２０点），最終口頭発表（２０点+副査２人による評価１０点）として学業成績を評価する。 

［単位修得要件］ 

  学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

化学工学Ⅱ 平成１７年度 澤田 善秋 5 前期 １ コ－ス必

 

［授業の目標］ 

 空気調湿および冷水操作，乾燥操作に関する基礎的な知識の習得と装置設計に必要な基本的な考え方を身につける。 

［授業の内容］  

以下の内容は，すべて，(B)<専門>,JABEE 基準 1(1)(d)(2)a) に

相当する。 

（空気調湿および冷水操作） 

第１週 湿度と湿り空気の諸性質，露点・湿球温度・断熱飽和温

度   

第２週 顕熱ならびに水の移動速度，等湿球温度線・断熱冷却線，

ルイスの関係，湿度図表とその使用法   

第３週 エンタルピ－線図とその使用法，増湿方法，減湿方法，

断熱増湿装置の設計  

第４週 温水増湿装置の設計  

第５週 冷水塔の設計   

第６週 間接冷却法ならびに直接冷却法による減湿装置の設計 

第７週  演習   

第８週  中間試験 

(乾燥操作) 

第９週   材料の含水率，乾燥機構   

第１０週 乾燥装置とその選び方，乾燥特性曲線  

第１１週 恒率乾燥期間における乾燥速度と乾燥所要時間の算出

法  

第１２週 減率乾燥速度曲線の形状，減率乾燥期間における乾燥

所要時間   

第１３週 熱風加熱式連続乾燥器内での空気と材料の状態変化，

熱風加熱式連続乾燥器の設計方程式の導出   

第１４週 熱風加熱式連続乾燥器の設計   

第１５週 演習 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（空気調湿および冷水操作） 

１．湿度の表現方法，湿り空気の諸性質，ルイスの関係について

説明できる。 

２．湿度図表を使って露点，湿球温度，絶対湿度，比較湿度，湿

り比容，湿り比熱容量を求めることができる。 

３．調湿装置ならびに冷水塔における物質収支式，熱収支式を使

って簡単な問題を解くことができる。 

４．断熱増湿塔の塔高，補給水量，予熱温度と予熱に必要な熱量

を求めることができる。 

５．温水増湿塔・冷水塔の塔高を求めることができる。 

６．減湿操作に関する問題の計算ができる。 

（乾燥操作） 

1. 材料の含水率，乾燥特性曲線について説明できる。湿り材料

の質量の時間変化から乾燥速度曲線を求めることができる。

２．一定の乾燥条件における恒率期の乾燥速度ならびに乾燥時間

と減率期の乾燥速度曲線が直線で表される場合の減率期の乾

燥時間が計算できる。 

３．減率期の乾燥速度曲線の形状について説明できる。 

４．連続向流乾燥器内の空気と材料の状態変化についての説明と

熱風加熱式連続乾燥器を用いて，向流操作ならびに並流操作

を行った場合の長所，短所について説明できる。 

５．連続向流乾燥器における物質収支式ならびにエンタルピ－収

支式を用いて，必要空気量ならびに乾燥器出口の湿度を計算

できる。 

６．連続向流乾燥器の熱移動単位数，L.T.U. ，乾燥器の長さを計

算できる。 

［注意事項］ 数式の背景にある物理的意味をきちんと理解することが重要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 数学，物理化学Ⅰ，化学工学の基礎、化学工学Ⅰの伝熱操作は充分に理解しているものと

して講義を進める。 

［レポート等］ 理解を深めるため，必要に応じて，演習課題を与える。 

 教科書：「化学工学通論Ⅰ」 疋田晴夫著（朝倉書店），「化学工学演習」 藤田重文編（東京化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 前期中間・前期末の試験結果を 80％、小テストの結果を 20％としてそれぞれの期間毎に評

価し、これらの平均値を最終評価とする。但し、各期間の評価で 60 点に達していない学生については再試験を行い、再試験の結果の

みで評価する。再試験の成績が該当する期間の評価を上回った場合には，60 点を上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績で

置き換える。前期末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 演習課題を全て提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

無機工業化学 平成１７年度 下野 晃 ５ 通年 ２ ｺｰｽ必 

 

［授業の目標］ 

 前期はセラミックスの結晶構造，製造法，電気・磁気物性，さまざまな分野での用途，応用例等について言及することによって，セ

ラミックスの基礎的知識を習得させることが目標である。また、後期は無機物質の製造工程、高純度化技術を理解することを目的とし

ている。 

［授業の内容］「生物応用化学科」学習・教育目標（B）＜専門＞

（JABEE 基準１(１)(d)(2)a））に相当する． 

 

前期 

◆セラミックスの構造と基礎的物性 

第 1 週 セラミックスとは？  

第 2 週 ブラヴエ格子結晶系，単結晶と多結晶の微細構造，演習

第 3 週 ブラヴエ格子結晶系，単結晶と多結晶の微細構造，演習

第 4 週 不定比化合物，酸素欠陥 

第 5 週 不定比化合物，酸素欠陥,演習 

第 6 週 結晶歪み，結晶場 

第 7 週 結晶場,演習 

第 8 週 中間試験 

◆セラミックスの合成法 

第 9 週 セラミックスの合成過程における原料調整法，演習  

第 10 週 セラミックスの合成過程における成形法，焼結法 

◆代表的なセラミックスの材料特性と用途 

第 11 週 アルミナ、ジルコニア 

第 12 週 チタニア、チタン酸バリウム、チタン酸ストロンチウム

第 13 週 ＰＺＴセラミックス, SnO2，ZnO，SiO2, 演習  

第 14 週 フェライト，酸化鉄セラミックスの材料特性，用途 

第 15 週 バイオセラミックスとセラミックスの展望   

 

 

 

後期 

第 1 週 水素の製造（水蒸気改質、部分酸化）  

第 2 週 水素の製造（電気分解） 

第 3 週 アンモニアの製造（速度、平衡）  

第 4 週 硝酸の製造（酸化、還元） 

第 5 週 単体硫黄と硫酸の製造(クラウス法、二重接触法) 

第 6 週 塩素と水酸化ナトリウムの製造 

第 7 週 総合演習 

第 8 週 中間試験 

第 9 週 鉄の製造（銑鉄、鋼）  

第 10 週 銅の製造（粗銅、電気銅） 

第 11 週 アルミニウムの製造(電気分解) 

第 12 週 ケイ素の製造（ジーメンス法）  

第 13 週 炭素物質の製造（ダイヤモンド、黒鉛）  

第 14 週 ナノカーボン（フラーレン、カーボンナノチューブ） 

第 15 週 総合演習   

 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

無機工業化学 平成１７年度 下野 晃 ５ 通年 ２ ｺｰｽ必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆セラミックスの構造と基礎物性  

1. 三大工業材料、セラミックスの歴史について把握している. 

2．Bravais 格子と結晶系が説明できる． 

3．結晶構造中の原子の充填構造について説明でき，3，4，6，8，

12 配位におけるイオン半径比の計算や充填率，結晶の密度の計

算ができる． 

4．ショットキー欠陥，フレンケル欠陥，金属過剰型，および不 

足型欠陥ついて把握している． 

5．八面体結晶場における 3ｄ軌道の分裂とハイスピン，ロースピ

ンのスピン配列を理解している． 

6. ヤン・テラー効果について説明できる 

◆セラミックス合成法  

7．代表的なセラミック原料の合成法が説明できる． 

8．代表的なセラミックの成型法が説明できる． 

9．代表的なセラミック焼結法が説明できる． 

10．酸素不定比化合物と不定比調整方について説明ができる 

 

◆セラミックスの材料特性と用途 

11．アルミナなど代表的なセラミックスの熱的，機械的，化学的，

電気･電子的な基礎物性を説明できる． 

12．代表的なセラミックスの用途例が説明できる． 

13．バイオセラミックスの分類と代表的な応用分野が説明できる

◆物質の製造工程 

14. 各種の物質の製造工程について説明や計算ができる 

◆高純度化技術 

15.高純度化技術について説明や計算問ができる.」 

◆排出物質の処理 

16.排出物質について説明や計算ができる. 

 

［注意事項］ 理解を深めるために講義中に演習問題を予定しているので電卓を持参のこと． 

本講義に関連するような最新の情報（トピックス）等があったらプリント等を配布し講義内容にくわえる． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 無機化学の基礎知識、酸化還元反応について理解していること. 

［レポート等］ なし． 

教科書：前期：無機工業化学前期テキスト 下野 晃（鈴鹿高専）、後期：「無機工業化学」プリント 

参考書：前期：「ファインセラミックス」 柳田博明編著（オーム社）「ニューセラミックス 材料とその応用」 ニューセラミック

ス懇話会編（日刊工業新聞社）、後期：無機工業化学 安藤、佐治共著(東京科学同人)、環境理解のための基礎化学 岩本訳（東京化

学同人）、高純度化技術大系 第 3 巻 高純度物質製造プロセス（フジ・テクノシステム） 

 

［学業成績の評価法および評価基準］ 

前期中間，前期末，後期中間，学年末４回の試験の平均点で評価する．ただし，学年末を除く３回の試験のそれぞれについて 

６０点に達していない者には再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限としてそれぞれ

の試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする． 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること. 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

理論有機化学 平成１７年度 坂西 勝正 ５ 通年 ２ ｺｰｽ必 

 

［授業の目標］ 有機化学反応の反応機構の解釈に必要な基礎的な知識と理論，及び有機化合物の構造とその反応性の関係を理解する。

さらに化学結合に関係する電子レベルからの理解（すなわち分子軌道理論の立場からの理解）を深め，化学の現代的な理論となってい

る量子化学に興味を持つ。 

［授業の内容］前期及び後期の第１週～第１５週までの内容はす

べて、学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準 1 の(1)の知識・能

力(d)(2)a)に相当する。 

前期 

第 １週  反応機構研究法１生成物の同定；キシレン異性化、生成

物の速度論的制御と熱力学的制御 

第 ２週  反応機構研究法２速度論的証拠；ニトロ化、スルホン化、

溶媒の関与、加溶媒分解 

第 ３・４週  反応機構研究法３速度論的同位体効果；その機構、

酸化、ニトロ化、２次効果 

第 ５週  反応機構研究法４同位体標識；Ｏ-18 標識、Ｄ標識、 

     Ｃ-14、Ｃ-13 標識 

第 ６週  反応機構研究法５中間体の単離と検出；芳香族求電子置

換反応・求核置換反応、ニトロ化、四面体中間体 

第 ７週  反応機構研究法６中間体の捕捉と添加；カルベン、エノ

ール、ベンザイン、オゾン化、交差実験、スピントラ

ップ、捕捉剤、予想中間体の添加 

第 ８週  中間試験 

第 ９週  光学異性、対称要素、構造のＲ／Ｓ表示、中心性キラリ

ティー、軸性キラリティー、面性キラリティー 

第 10 週  反応機構研究法７立体化学的証拠；求核置換、隣接基関

与、ラセミ化、付加、脱離、ＡＰＰ、転位 

第 11 週  置換基効果の定量；ハメット式、反応定数と置換基定数

の物理的意味、直接的極性効果、拡張ハメット関係 

第 12 週  ハメットプロットの利用；上方に曲がるズレ、極大を示

すズレ(律速段階の移動) 

第 13 週  タフト則；立体効果と極性効果の抽出 

第 14 週 酸と塩基の定義、ブレンステッド触媒反応則 

     ハメット塩基、ハメットの酸度関数、酸度関数と速度

第 15 週 強酸と超強酸、カルボカチオンの概念の変更、σ電子系

での反応 

 

 

 

 

後期 

第 １週  酸と塩基の硬軟（ＨＳＡＢ）、ＨＳＡＢ成立例 

第 ２週  反応速度と反応機構；律速段階、速度式誘導、相対速度、

ハモンドの仮説 

第 ３週  遷移状態説、活性化エントロピー、遷移状態構造推定、

溶媒の配向 

第 ４週  遊離ラジカル；反応性と選択性、連鎖反応、連鎖長、

安定ラジカル 

第 ５週  ＥＳＲの超微細構造とラジカルの構造；ｈｆｃと分裂、

σとπラジカル、Ｃ中心ラジカルの構造 

第 ６週  原子分子の世界；水素原子中の電子、波動関数の性質、

化学結合で分ったこと 

第 ７週  軌道の相互作用；水素原子軌道の重なり、Ｃ原子の重な

り、ＣとＯ原子の重なり、C=C から C=C-C=C へ 

第 ８週  中間試験 

第 ９週  分子軌道法と反応性指数；局在化法、 

第 10 週  フロンティア電子法、演習 

第 11 週  軌道対称性の保存則：序、電子環状反応、対称性の保存

則 

第 12 週  軌道対称性の保存則：福井の取り扱い 

第 13 週  軌道対称性の保存則：ウッドワード-ホフマンの取扱い、

C2+C2 の分子軌道の相関図と電子配置の相関図 

第 14 週  軌道対称性の保存則：C4+C2 の分子軌道の相関図と電子

配置の相関図、C2π準位の変化、遷移状態の分子軌道

計算と軌道変化 

第 15 週  ブタジエン－シクロブテンの電子環状反応の分子軌道

の相関図と電子配置の相関図 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

理論有機化学（つづき） 平成１７年度 坂西 勝正 ５ 通年 ２ ｺｰｽ選必

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（反応機構研究法） 

１・２．反応生成物の構造決定の重要性と生成物生成の制御因子、

速度論的証拠から機構を推定できることを実例で理解する。

３・4．速度論的同位体効果と同位体標識を実例で理解し、その利

用を考案できる。 

５・６．反応中間体の単離・検出・捕捉・添加で機構を推定でき

ることを理解する。 

７・８．化合物の立体化学的表示を学び、立体化学的証拠で反応

機構が推定できることを理解する。 

（置換基効果の定量化） 

１．Hammett プロット、置換基定数、反応定数、共役効果を持つ

置換基、拡張 Hammett 関係について説明できる。 

２．反応機構の推定に Hammett プロットが利用できることを実例

で理解し、説明できる。 

３．Taft 式で極性効果と立体効果が表現できることを理解する。

（酸と塩基及びラジカル） 

１．酸と塩基の定義、ブレンステッド触媒反応則を説明できる。

２．強酸性条件での酸性度の表し方を理解し、ハメットの酸度関

数とハメット塩基を説明できる。 

３．超強酸の存在を理解し、カルボカチオンの概念を変更する必

要性を理解する。 

４．酸と塩基の硬軟（HSAB）について説明でき、反応がＨＳＡＢ

によって影響される実例を説明できる。 

５．安定ラジカル源、遊離ラジカルの安定性、ｅｓｒの超微細構

造と炭素ラジカルの構造の関係を説明できる。 

（速度と機構） 

１・２．速度決定段階、相対速度定数、遷移状態についてのハモ

ンドの仮説を説明できる。 

３．活性化パラメターの測定と計算ができる 

４．活性化エントロピーから遷移状態の構造と溶媒の配向につい

て推定できる 

（量子化学的取り扱い） 

１．原子中の電子の性質と、共有結合との関連、軌道と電子の存

在確率、結合性軌道と反結合性軌道、重なり積分の役割につ

いて説明できる。 

２．２ｐ軌道同士の重なりからＣ＝ＣとＣ＝Ｏの違いを理解し、

２個のＣ＝Ｃ系の組合せからＣ＝Ｃ－Ｃ＝Ｃ系のπ分子軌道

を組立て軌道の形を推定できる。 

３．芳香族化合物の反応性指数を種々の方法で推定できる。 

（軌道対称性保存則） 

１・２．電子環状と付加環化反応についてフロンティア軌道理論

で予測できる。 

３・４．付加環化と電子環状反応についてウッドワード・ホフマ

ンの方法で分子軌道の相関図および電子配置の相関図を用い

て説明できる。 

５ 量子化学計算で軌道の変化を軌道対称性で理解できる。 

［注意事項］上記「知識・能力」に挙げられている小項目の理解を中間試験、定期試験、小テストおよび再試験で確認する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  有機化学の全般的な基礎知識。物理化学Ⅱの反応速度論，特に速度の積分式およびアイ

リングの式に関する部分，と量子化学，特に分子軌道法，永年方程式およびＨＭＯ法に関する部分（生物応用化学実験の物理化学も含

む）。 

［レポート等］ 関連問題をできるだけ出題するが、提出する必要はない。小項目の理解を確認する小テストを時々行う。 

教科書：情報処理センターの配布用ホルダー「Ｃ坂西授業」に Power Point のファイルを「理有」のフォルダーで公開しているので、

フラッシュメモリーにコピーすることを勧める。 

参考書： 有機化学の基礎理論，理論有機化学及び有機量子化学に関する参考書は図書館に多数ある。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 上記「知識・能力」に挙げられている小項目の理解を定期試験、中間試験及び小テストで

確認し、それらの試験の満点合計、得点合計、および最低合格点（＝満点合計×0.6×0.6）から次のように学業成績を算出する：学業

成績＝60＋40×(得点合計―最低合格点)／(満点合計―最低合格点)。理解が認められていない小項目については、理解を確認する再 試

験（学年末の再試験は行わない）を行う。以上の試験で小項目数の 6割以上の小項目を理解している者には学業成績６０点を保証する、

ただし学業成績６０点以上であってもそうでない者には学業成績５９点を与えるものとする。 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

機能材料化学 平成１７年度 長原 滋・淀谷真也 ５ 前期 １ ｺｰｽ必修

 

［授業の目標］ 

 機能性高分子材料として必要とされる、種々の高分子の特性を理解する。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標（Ｂ）＜専門＞及び JABEE 基準

1(1)の(d)(2)a)に対応する。 

（高分子の基礎） 

第１週 高分子とは、歴史、一般的性質、分子間に働く力 

第２週 低分子との比較、高分子のイメージ、分類、分子構造、

分子量 

第３週 熱的性質、力学的性質、高分子溶液 

第４週 高分子の合成  

（高分子材料） 

第５週 プラスチック 

第６週 熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂 

第７週 繊維、ゴム、エラストマー 

第８週 中間試験 

 

 

（機能性高分子） 

第９週 電子・電気材料、光機能性材料 

第１０週 フォトレジスト、光記録材料 

第１１週 薬用高分子、医用材料、生体高分子 

（重合反応論） 

第１２週 ラジカル重合 

第１３週 ラジカル重合の速度論 

第１４週 ラジカル共重合 

第１５週 イオン重合、配位重合 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（高分子の基礎） 

１. 高分子の分類、分子構造、分子量等と一般的性質との関係を

理解し説明できる。 

２. 種々の高分子材料の合成法を説明できる。 

（高分子材料） 

３. プラスチック（熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂）の特性につい

て説明できる。 

４.  繊維、ゴム、エラストマーの特性について説明できる。 

 

 

（機能性高分子） 

５. 電子・電気材料、光機能性材料、フォトレジスト、光記録材

料等、精密電子材料について説明できる。 

６. 薬用高分子、医用材料、生体高分子等、生医学材料について

説明できる。 

（重合反応論） 

７．種々の重合反応について説明できる。 

［注意事項］ 教科書以外に配布プリントを用いることがある。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  

高分子化学の基本的事項は理解している必要がある。関連する事項は，確認・復習をかねて講義する。 

［レポート等］ 内容毎に演習を実施する。 

 教科書：「コンパクト高分子化学」宮下徳治著（三共）及び配布プリント  

参考書：「ニューポリマーサイエンス」高分子学会編（講談社サイエンティフィク），「高分子合成化学」山下雄也監修（東京電機

大学出版），「入門 高分子科学」大澤善次郎著（裳華房）,「入門 高分子材料」 高分子学会編（共立），「高分子材料化学」吉

田他共著（三共），「高分子材料化学」竹本喜一著（丸善），「高分子材料の化学」井上・宮田共著（丸善），「材料の科学と工学」

北條栄光著（裳華房），「高分子を学ぼう」横田健二著（化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末の２回の試験の平均点を８０％，レポートの提出を２０％として評価する。ただし，前期中間試験が６０点に達し

ない場合には，それを補うための再試験を実施して，その結果により６０点を上限として評価することがある。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

応用化学コース実験 平成１７年度 澤田・岩田 ５ 前期 ３ ｺｰｽ必 

 

［授業の目標］ 「応用化学実験（５年）」では，化学工学・反応工学の授業で学習した内容を，実際に典型的な系で実験し理解を深

めるとともに，実験およびその整理法を通じて「化学工学的手法」ならびに「工学の意義」を理解する。 

［授業の内容］ 第 1週～第 15 週までの内容はすべて，学習・教

育目標 B＜専門＞JABEE1(1) (d) (1) , (d) (2) a) に相当する。 

第１週～第３週 ガイダンス（実験概要説明） 

第４週～第１４週  

２人一組の班別に，基礎測定，流動，熱移動，拡散操作，機械的

操作，反応操作の実験をローテーションにより行う。 

基礎測定： ①読み取り顕微鏡を用いた気相拡散係数の測定，②

液滴の生成と次元解析手法による結果の整理，③気

相透過法による粉粒体の比表面積測定 

 

熱移動：  ④非定常法による熱伝導度の測定，⑤二重管式熱交

換器の総括伝熱係数の測定 

拡散操作： ⑥気液平衡関係の測定，⑦単蒸留試験，⑧単一液滴

による液々抽出，⑨固体の乾燥速度の決定 

機械的操作：⑩定圧湿式ろ過試験 

反応操作： ⑪攪拌槽反応器による反応速度定数の測定，⑫攪拌

槽反応器による反応吸収  

第８，１５週 個人ごとにテーマを指定し，レポートをもとにプ

レゼンテーションを行う。また，内容について口頭試問を行う。

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（①気相拡散係数）１．顕微鏡法による拡散速度の測定法を説明

できる。２．最小二乗法による回帰式が求められる。３．拡散係

数・蒸気圧･飽和蒸気圧について説明できる。 
（②次元解析）１．次元解析の手法について説明できる。２．両

対数方眼紙による実験定数の決定と誤差評価ができる。 
（③比表面積）１．空気透過法による比表面積測定の原理を説明

できる。２．Blaine 法と恒圧通気法について説明できる。３．比

表面積径について説明できる。 

（④熱伝導度）１．伝導伝熱のメカニズムとフーリエの式につい

て説明できる。２．非定常法による熱伝導度測定の原理を説明で

きる。３．最小二乗法によるデータ整理ができる。４．気体・液

体・固体の熱伝導度の大きさについて説明できる。 

（⑤総括伝熱係数）１．総括伝熱係数について説明できる。２．2

重管式熱交換器の熱収支を説明できる。３．測定値から境膜伝熱

係数を計算することができる。 

（⑥気液平衡）１．アッベの屈折計により，溶液の組成を求める

ことができる。２．Raoult の法則，相対揮発度について説明でき

る。３． 理想溶液・非理想溶液について説明できる。 

（⑦単蒸留試験）１．物質収支式に基づく誤差評価ができる。２．

レイリーの式について説明できる。 

（⑧液々抽出）１．境膜物質移動係数・総括物質移動係数につい

て説明できる。２．滴定値から総括抽出残留率・総括物質移動係

数を求めることができる。 

（⑨固体の乾燥速度の決定）１．水分，含水率，限界含水率，平

衡含水率，乾燥特性曲線について説明できる。２．恒率乾燥期間

では、材料の表面温度がほぼ一定になる理由について説明できる。

３．実測デ－タをもとに乾燥特性曲線を求めることができる。 

（⑩定圧湿式ろ過試験）１．Ruth の定圧ろ過式について説明でき

る。２．ろ液量の経時変化から，定圧ろ過係数・ケーク比抵抗が

算出できる。３．ケークの圧縮性について説明できる。 

（⑪反応速度定数の測定）１．定容回分反応器の設計方程式につ

いて説明できる。２．滴定値より可逆反応の正・逆反応速度定数

と平衡定数が算出できる。 

（⑫反応吸収）１．二重境膜説に基づく物理吸収速度について説

明できる。２．迅速反応領域の気液反応を伴う吸収速度について

説明できる。３．滴定値から反応吸収速度と見掛けの液側容量係

数が算出できる。 

 

［注意事項］ 実験用テキストは前もってよく読んでおき，実験手順に疑問な点がないようにしておくこと。得られた実験結果は，文

献値あるいは相関式がある場合にはこれと比較し，妥当性を吟味すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 無機化学，有機化学，分析化学，物理化学，化学工学，反応工学の基本的事項は理解して

いる必要がある。 

［レポート等］ 実験終了後，一週間以内に各人が提出する。 

 教科書：「化学工学実験テキスト」 生物応用化学科編著 

 参考書：「化学工学便覧」 化学工学会編（丸善）， 「化学便覧」 日本化学会編（丸善） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 10 テ－マのレポ－ト点（10 点 / テ－マ）の合計点の 80％（80 点）に、口頭試問の 20 点を

加算した点で評価を行う。 

［単位修得要件］ 与えられた実験テ－マのレポートを全て提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物化学工学 １４０８５ 中山 浩伸 ５ 前期 １ ｺｰｽ必 

 

［授業の目標］ バイオサイエンスの急速な発展にともない細胞工学，遺伝子工学，蛋白質工学などの分野が工業化の中に組み込まれ

生物機能を広範に利用する産業が確立されている．これまでにその過程において多くの新しいバイオ関連技術が開発されてきた．その

新技術の原理，発想に至った経緯，そして技術として確立されるまでの過程を学習する．さらに，それらの技術が実際の製品開発へど

のように応用されているのか，また，どのような工夫をして工業生産，すなわち大量生産に至るのかについても学習する． 

［授業の内容］ 

以下の内容は，すべて，（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準 1の(1)の 

(ｄ)(２)ａ)に相当する。 

第 1 週 酵素反応の速度論 

第 2 週 微生物反応速度論 

第 3 週 微生物培養の準備過程 

第４週 微生物の培養操作 

第５週 バイオリアクターの分類と特徴 

第６週 固定化生体触媒反応器：生体触媒の固定化法 

第７週 計測と制御 

第８週 中間試験 

 

 

 

第９週 通気と攪拌 

第１０週 スケールアップとスケールダウン 

第１１週 バイオ生産物の分離精製：分離精製プロセスの概要 

第１２週 分離精製プロセスの要素技術（１） 

第１３週 分離精製プロセスの要素技術（２） 

第１４週 バイオプロセスの実際（１）生体触媒の利用 

第１５週 バイオプロセスの実際（２）:経済性，安全性，将来性

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 酵素の反応速度論（Michaelis-Menten の式等）を理解する．

2. 細胞での反応速度論（基質消費速度，細胞増殖速度，生成物

の生成速度の速度論）を理解する． 

3. 熱死滅曲線，確率論的取り扱いを理解している． 

4. バイオリアクターとは何か？その種類，用途，それぞれの特

徴についてその概要を簡潔に説明できる． 

5. 醗酵槽中の微生物培養操作法における回分操作，半回分操

作，連続操作，灌流培養法，ろ過培養法の違いを簡潔に説明

できる． 

6. 生体触媒の固定化法の概要（種類，特徴，実用例，等）を簡

潔に説明できる． 

7. 培養装置を工業的に使用するための検討すべきスケールア

ップ条件について理解できている． 

8. 酸素移動容量係数が説明できる． 

9. バイオプロセスにおける測定項目が説明できる． 

10. バイオプロセスの制御法が簡潔に説明できる． 

11. バイオプロダクトの分離精製の要素技術である遠心分離，遠

心力と沈降速度の関係を理解している． 

12. ろ過法や膜分離法による物質分離の概要について簡潔に説

明できる． 

13. 細胞破砕法の種類とその概要を簡潔に説明できる． 

14. クロマトグラフィーの種類と各分離原理について簡潔に説

明できる． 

15. 電気泳動による核酸および蛋白質の分離法について簡潔に

その方法について説明することができる． 

16. バイオプロセスの実際の例について問題点を含め簡潔に説

明できる． 

［注意事項］ 特になし 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ４年次，生物反応工学，生物化学工学，化学工学 I，基礎分子生物学 

［レポート等］ 適宜，小テストを行う． 

 教科書： 「生物化学工学」 小林 猛，本多 裕之 共著 （東京化学同人） 

 参考書： 「生物化学工学」 海野 肇，中西 一弘，白神 直弘 共著 （講談社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］中間・期末の２回の試験の平均点を８０％，小テストの平均点を２０％として評価する．期末

試験については，再試験を行わない． 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること． 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

タンパク質化学 平成１７年度 生貝 初 ５ 通年 ２ コース必 

 

［授業の目標］ 

 生物を構成する成分であるタンパク質は多様な生理活性を有し，生物の恒常性を保つために働いている。前期は，実践的な生物工

学技術者として必要となるタンパク質の性質，タンパク質の分離・精製法，タンパク質の特性評価について理解することを目的とす

る。後期は，タンパク質の機能と構造の関係について理解することを目的とする。 

［授業の内容］ 

以下の内容は，すべて，(B)<専門>,JABEE 基準 1(1)(d)(2)a) に

相当する。 

前期 

（タンパク質の機能と構造） 

第１週 生物の持つ特性とタンパク質の関係 
第２週 アミノ酸とタンパク質の構造 
第３週 生体構成成分としてのタンパク質－１ 
第４週 生体構成成分としてのタンパク質－２ 
（タンパク質の精製） 

第５週 タンパク質の分離と精製について 
第６週 クロマトグラフィを用いたタンパク質の精製－１ 
第７週 クロマトグラフィを用いたタンパク質の精製－２ 
第８週 前期中間試験  

（タンパク質の特性評価法） 

第９週 タンパク質の特性評価法について－１ 
第１０週 タンパク質の特性評価法について－２ 
第１１週 電気泳動法 
第１２週 超遠心法－１ 
第１３週 超遠心法－２ 
第１４週 質量分析法－１ 
第１５週 質量分析法－２ 

 

後期 

（タンパク質の機能解析法） 

第１週 タンパク質の機能解析法－１ 
第２週 タンパク質の機能解析法－２ 
第３週 タンパク質の機能解析法－３ 
（酵素反応速度論） 

第４週 酵素反応速度論－１(概論) 
第５週 酵素反応速度論－２ 
（タンパク質の構造解析） 

第６週 タンパク質の構造解析法－１（概論） 
第７週 タンパク質の構造解析法－２ 
第８週 後期中間試験 

第９週 タンパク質の構造解析法－３ 
第１０週 タンパク質の構造解析法－４ 
（タンパク質の立体構造と機能） 

第１１週 タンパク質の立体構造と機能－１ 
第１２週 タンパク質の立体構造と機能－２ 
第１３週 ヘモグロビンの構造と機能 
第１４週 タンパク質の認識―抗原と抗体  
第１５週 トリプシンの構造と機能 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（タンパク質の機能と構造） 

１．タンパク質の多様な生理活性を説明できる。 
２．タンパク質を構成するアミノ酸の種類と化学的性質を説明で

きる。 

３．タンパク質の４種類の構造について簡単な説明ができる。 

４．タンパク質を組成や機能から分類できる。 
（タンパク質の精製） 

１．タンパク質の分離・精製法の原理を説明できる。 

２．カラムクロマログラフィによるタンパク質の分離・精製法を

説明できる。   
（タンパク質の特性評価法） 

１．タンパク質の分子量，大きさ，形状，荷電，サブユニット構

造を説明できる。 
２．電気泳動法の原理を説明できる。 

３．超遠心法の原理と分析法を説明できる。 

４．タンパク質の質量分析法を説明できる。 

（タンパク質の機能解析法） 

１．突然変異導入法について説明できる。 

２．酵素の機能を説明できる。 

３．酵素活性の測定法を説明できる。 

（酵素反応速度論） 

１．ミカエリスとメンテンの式を説明できる。 

２．ブリッグとハルデインの定常状態速度式を説明できる。 
３．実験値をもとにミカエリス定数 Kmと最大速度 V を求める 

ことができる。  
（タンパク質の構造解析） 

１．分光学的手法（吸光，蛍光，赤外ラマン，円二色性）による

タンパク質の構造解析法の原理を説明できる。 

２．Ｘ線結晶構造解析について簡単な説明ができる。 

（タンパク質の立体構造と機能） 

１．ヘモグロビンの構造をもとにその働きを説明できる。 

２．抗体の構造から抗原－抗体反応を説明できる。 

３．トリプシンのタンパク質分解を説明できる。 



 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

タンパク質化学（つづき） 平成１７年度 生貝 初 ５ 通年 ２ コース必 

［注意事項］各項目でキーワードをあげるので必ず理解すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］履修した生物系科目の知識。特に，生物化学，基礎分子生物学，生物化学工学はタンパク

質化学と関連する科目であるので，本講義を受講中も繰り返し見直すこと。 
［レポート等］適宜，演習課題を与える。 

教科書：「新生物化学実験のてびき２－タンパク質の分離・分析と機能解析法」下西康嗣ほか（化学同人）とパワーポイント資料。

参考書：「タンパク質ものがたり」（財）蛋白質研究奨励会編（化学同人），「生命分子工学」三浦 謹一郎編（裳華房） 

［学業成績の評価方法］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験(各１００点満点)の平均で評価する。ただし，前期中間・前期末・後期中間に

おいて６０点に達していないものには再試験を実施し，６０点を上限として再評価する。学年末試験においては再試験を行わない。

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物情報工学 平成１７年度 中山・生貝 ５ 通年 ２ コース必

 

［授業の目標］ 

現在種々の生物でゲノム情報が明らかとなり，生命科学における研究方法が大幅に変革しつつある．『バイオインフォマティクス』

を基盤にして行われている遺伝子/タンパク質機能解析を理解し、また，その解析結果が工学･医学を始めとするいろいろな産業にどう

生かされるのかを学び，将来への応用・問題点を探る．また，初期的なコンピュータ実習を行うことで，生物情報の処理の手法の習得

を目指す． 

［授業の内容］ 

前期（中山） 

第１週 生物情報とは？ 

（Ｂ）＜基礎＞，JABEE 基準 1の（１）の（ｃ）

第２週 ゲノムの構造と配列決定法 

（Ｂ）＜基礎＞， 1 の（１）の（ｃ）

第３週 ゲノムプロジェクト （Ｂ）＜基礎＞， 1 の（１）の（ｃ）

第４週 ゲノム解析とデータベース 

（Ｂ）＜基礎＞， 1 の（１）の（ｃ）

第５週 遺伝子多型とその検出法 

（Ｂ）＜専門＞１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第６週 配列の検索と相同性の比較 

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第７週 多重配列比較とモチーフ（２） 

（Ｂ）＜専門＞，J の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第８週 前期中間試験  

 

第９週 比較ゲノム解析 

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第１０週 遺伝子同定技術  

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第１１週 トランスクリプトーム解析（１）遺伝子の発現解析法

(Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第１２週 トランスクリプトーム解析(２）ＤＮＡマイクロアレイ

(Ｂ)＜基礎＞，1の（１）の(ｃ)

第１３週 逆遺伝学を用いたゲノム解析（１） 

(Ｂ)＜基礎＞，1の（１）の(ｃ)

第１４週 逆遺伝学を用いたゲノム解析（２） 

(Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第１５週 パスウエイデータベースを用いた生物情報の解析 

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

 

 

後期（生貝） 

第１週 タンパク質のデータベース 

 (Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第２週 タンパク質の立体構造を作る相互作用 

               (Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第３週 タンパク質の相互作用に働く力 

               (Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第４週 膜タンパク質と水溶性タンパク質 

(Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第５週 タンパク質の構造アライメント 

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第６週 タンパク質の分類または構造からの機能予測技術（１）

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第７週 タンパク質の分類または構造からの機能予測技術（２）

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

 

第８週 後期中間試験 

 

第９週 プロテオーム解析（１）：2次元電気泳動と質量分析 

(Ｂ)＜基礎＞，１の（１）の(ｃ)

第１０週 プロテオーム解析（２）：蛋白質間相互作用研究法 

(Ｂ)＜基礎＞， 1 の（１）の(ｃ)

第１１週 遺伝子診断・遺伝子治療 

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第１２週 ゲノム研究の応用（１） 

（Ｂ）＜専門＞１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第１３週 ゲノム研究の応用（２） 

（Ｂ）＜専門＞１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第１４週 文献データベースの活用法 

（Ｂ）＜専門＞，１の（１）の（ｄ）の（２）のａ）

第１５週 ゲノム関連技術者倫理と science literacy  

（Ａ） ＜倫理＞，１の（１）の（ｂ）



 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物情報工学（つづき） 平成１７年度 中山・生貝 ５ 通年 ２ コース必

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. ゲノムの構造が説明できる． 

2. ゲノムの配列決定法を理解する。 

3. 遺伝子多形とは，何か検出法とともに説明できる 

4. 生物情報データベースについてどのようなものがあるか説

明できる。 

5. 配列の相同性検索の方法が説明できる． 

6. 多重配列比較の方法が説明できる． 

7. 比較ゲノム解析の方法が説明できる． 

8. 遺伝子同定技術の方法が説明できる． 

9. ＤＮＡマイクロアレイの原理が説明できる． 

10. ＤＮＡマイクロアレイのデーター解析の方法にはどのよう

なものがあるか知る． 

11. ＲＮＡｉなどの遺伝子機能解析の方法が説明できる． 

12. パスウエイデータベースについて説明できる． 

 

 

13. タンパク質の立体構造について説明できる． 

14. タンパク質の高次構造形成に寄与する力について説明でき

る． 

15. 分子集合の過程における分子認識の機構を簡単に説明でき

る 

16. モチーフに基づくタンパク質の構造予測，機能予測の方法が

説明できる． 

17. 物理化学的性質に基づくタンパク質の構造予測，機能予測の

方法が説明できる． 

18. ２次元電気泳動法について説明できる． 

19. Ｔｗｏ－ｈｙｂｒｉｄ法などのタンパク質相互作用の解析

法が説明できる。 

20. 遺伝子診断・遺伝子治療の概要について説明できる． 

21. ゲノムの情報がどのように利用できるかについて例を挙げ

て説明できる 

22. 文献データベースについて説明できる． 

23. ゲノム関連技術者として社会に通用する倫理観を自分の言

葉で簡潔に主張できる． 

［注意事項］  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ ３，４年次の生物化学，物理化学，生物反応工学，生物化学工学および分子生物学の基礎

知識を十分に理解していること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習を行う。 

教科書：「バイオインフォマティクス」美宅 成樹/榊 佳之 著 （東京化学同人） 

         「できるバイオインフォマティクス」広川 貴次/美宅 成樹著 （中山書店） 

参考書：「ゲノム工学の基礎」野島 博著 （東京化学同人） 

         「ゲノムでわかることできること」 水島―菅野純子 著（羊土社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

４回の定期試験の平均点を８０％，演習課題の平均点を２０％として評価する。但し、前期中間・前期末・後期中間のそれぞれで６

０点に達していない学生については再試験を行い，再試験の結果のみで評価する．再試験の成績が該当する期間の成績を上回った場合

には，６０点を上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績に置き換える．学年末試験に関しては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 科目コード 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

遺伝子工学 １４１９５ 中山 浩伸 ５ 前期 １ コース必

 

［授業の目標］ 

 遺伝子を単離・解析する方法論を主体とする学問である「遺伝子工学」は，生命現象を解明しようとする生命科学の根幹を支える分

野であり，生命現象を利用した工学の基礎となるものである。この講義では，遺伝子工学の基本的技術を学ぶとともに，これらの技術

から明らかとなる知見や工学的利用についても学習していく。 

［授業の内容］ 

第 1 週 遺伝子工学が生まれた背景  

（Ｂ）＜基礎＞，JABEE 基準１の（１）の（ｃ）

第２週 核酸の構造と性質 

（Ｂ）＜基礎＞，JABEE 基準１の（１）の（ｃ）

第３週 基礎知識の習得（１）－制限酵素，修飾酵素  

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第４週 基礎知識の習得 （２）－宿主－ベクター系    

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第５週 基礎知識の習得（４）－核酸の分析方法 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第６週 核酸（ＤＮＡ,ＲＮＡ）の抽出法，増幅方法 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第７週 ｍＲＮＡの精製，ｃＤＮＡの合成 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ） 

第８週 中間試験 

 

第９週 遺伝子ライブラリー 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第１０週 遺伝子の検出 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第１１週 制限酵素地図と核酸の配列決定法 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第１２週 変異体の作製法 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第１３週 クローン化したＤＮＡのタンパク質発現 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第１４週 転写因子の研究法 

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

第１５週 トランスジェニックアニマル  

（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）のａ）

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 次ぎの基本用語を説明できる．ＤＮＡライブラリー，ベク

ター，プラスミド，ハイブリダイゼーション，プローブ，

制限酵素，修飾酵素，宿主‐ベク ター系 

2. 遺伝子組換えを行う際の取り扱いの注意点を理解してい

る． 

3. 次ぎの遺伝子クローニング法の概要を説明できる．ハイブ

リダイゼーション法，マイクロインジェクション法，サブ

トラクション法，ＰＣＲ法 

4. ＤＮＡ/ＲＮＡの抽出法，定量法，及び合成法について説

明できる． 

5. ｍＲＮＡの調製方法を理解している．  

 

  

6. ｃＤＮＡの合成方法を理解している． 

7. in vitro パッケージング法について理解している． 

8. ノーザンブロット法について理解している． 

9. サザンブロット法について理解している． 

10. 変異体の作製法について理解している． 

11. 細菌および，動物細胞における組換えタンパク質の発現に

ついて説明できる． 

12. 転写因子の研究法について理解し，その実験結果の解釈が

できる． 

13. トランスジェニックアニマルの作製法が簡潔に説明でき

る． 

［注意事項］ １つ１つの技術が，実際にどのような場面でどのよう使われ，その結果，何がわかるかをきちんと理解すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］核酸と蛋白質の構造およびその性質などの分子生物学的基礎知識を習得していること。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，小テストを行う。 

 教科書：「ゲノム工学の基礎」 野島 博著（東京化学同人） 

 参考書： 「改訂 遺伝子工学実験ノート」上巻・下巻 田村 隆明 著 （羊土社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］中間・期末の２回の試験の平均点を８０％，小テストの平均点を２０％として評価する。 

期末試験については，再試験を行わない。 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物化学コース実験 平成１７年度 中山 浩伸 ５ 前期 ３ ｺｰｽ必 

 

［授業の目標］ 

 細胞工学，生物化学工学，蛋白質工学などの分野が工業化の中に組み込まれ生物機能を広範に利用する産業が確立されている。本実

験はその基本技術となる遺伝子工学および生物化学工学関連技術の習得を目的としている。 

［授業の内容］第１週―第１５週までの内容は，すべて学習・教

育目標（Ｂ）＜専門＞，JABEE 基準１の（１）の（ｄ）（２）ａ）

に相当する。 

第１週 授業の概要：ガイダンスと 遺伝子組換え安全講習，実

験室の安全性，使用機器説明，実験準備 

（遺伝子工学実験） 

第２週 核酸の取り扱い(1)：ゲノムＤＮＡの分離と調製 

第３週 核酸の取り扱い(2)：核酸の定量および変性実験 

第４週 核酸の取り扱い(3)：アルカリ法によるプラスミドＤＮＡ

の調製，ＰＣＲ法による核酸の増幅 

第５週 核酸の取り扱い(4)：制限酵素処理，ＤＮＡのアガロース

ゲル電気泳動とゲルからの回収 

第６週 ライゲーションと形質転換 

第７週 形質転換細胞の解析（ミニプレップ解析）とその保存．

制限酵素地図の作成 

 

 

第８週  ジデオキシ法によるＤＮＡ塩基配列の確認 

第９週  酵母の形質転換 

第１０週 酵母形質転換株の解析 

（生物化学工学実験） 

第１１週 遺伝子組換え微生物の培養と物質生産 

第１２週 超音波による菌体破砕と超遠心法による粗抽出液の調

製および電気泳動による発現の確認 

第１３週 アフィニティークロマトグラフィーによる組換え蛋白

質の分離・精製および電気泳動による確認 

第１４週 蛋白質の定量とウエスタンブロティング 

第１５週 実験のまとめ，後片付け 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（遺伝子工学実験） 

１．ＤＮＡの精製方法の各過程についてその原理を理解している。

２．ＤＮＡの定量方法と変性について理解している。 

３．電気泳動による核酸の分離について理解している。 

４．制限酵素とは何か？また，その利用方法について説明できる。

５．ＰＣＲ法の原理とその操作方法について説明できる。 

６．ジデオキシ法によるＤＮＡ塩基配列決定法の原理とその操作

方法について説明できる。 

 

７．ＤＮＡライゲーション法についてその方法を説明できる。 

８．大腸菌や酵母の形質転換法の原理と操作方法について説明で

きる。 

（生物化学工学実験） 

９．蛋白質発現誘導の原理について説明できる。 

１０．アフィニティークロマトグラフィーについて説明できる。

１１．電気泳動による蛋白質の分離について理解している。 

１２．ウエスタンブロティングについて理解している。 

［注意事項］ 各実験操作の意味についてきちんと理解すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 分子生物学および並行して開講される遺伝子工学の授業を深く理解すること。 

［レポート等］ 実験レポートのほかに，実験の細部にわたって深く詳細に記述された独自の実験ノートの作成を課す。 

 教科書：生物化学実験テキスト  

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

与えられた実験テーマ・レポートの平均点、実験ノートで評価する。実験テーマのレポート点（平均）を７０点満点とし、それに，実

験ノートの点（３０点満点）を加えたものを学業成績とする。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

応用数学２ 平成１７年度 出雲 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 情報化社会といわれる今日，統計学は各方面で意思決定のために用いられている。統計学は本来重要な数学の分野で

ある。統計の基礎的な知識の習得と問題演習をはかっている。 

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎＞

及び Jabee 基準１の（１）(c)に対応する。 

 

「前期」 

第１週．データの整理と表現 

第２週．データと統計学（１）：データと統計学の役割 

第３週．データと統計学（２）：データの種類と性格，図示法 

第４週．データの特性値：代表値，散布度，平均値，分散の計算

法 

第５週．相関の理論（１）：２変数のデータ解析 

第６週．相関の理論（２）：回帰係数，相関係数 

第７週．確率分布 

第８週．中間試験 

 

第９週．確率の概念 

第１０週．確率変数と確率分布  

第１１週．標本分布 

第１２週．標本分布（１）：確率の定義，確率の性質と計算 

第１３週．標本分布：条件付き確率，正規標本論，平均と分散 

第１４週．推定論：推定量の良さの判断基準，区間推定，点推定

第１５週．検定論：χ－２乗分布，ｔ分布，Ｆ分布 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 次の概念が理解できる：代表値，最頻値，散布度，分散，標

準偏差，相関係数，標本分布，推定値，カイ２乗分布，t 検

定，条件付き確率，確率分布，分散と標準偏差，正規分布 

２． 表値の考えが理解できて，平均，中央値，最大値，最小値，

最頻値がいえる。 

３． 布度，分散，標準偏差の概念が理解できて，計算できる。 

４． ２つの事象の相関，回帰曲線，相関係数が理解できて，計算

できる 

標本平均，標本分散，標本標準偏差，不偏分散の概念が理解でき

て，計算で求めることができる。 

５． 不偏推定量，有効推定量，一致推定量の定義が理解できる 

６． カイ２乗分布と t 分布の考えが理解できて，区間推定ができ

る。 

８．簡単な事例で確率が計算できる。 

９． 分布，期待値の概念が理解できて，具体的な場合に計算でも

とめることができる。 

１０．平均，分散，標準偏差の考えが理解できて具体的な事例で

計算で求めることができる。 

１１．事象が正規分布に従うときに，確率が計算でもとめること

ができる。 

 

［注意事項］  授業は，具体的なデータ例をもちいた実習を交えながら進めていく。統計計算は計算式自体それほど難しいものではな

いが，煩雑な繰り返し計算を行う場合が多く，従って，学生にはかなりの忍耐力が求められる。真摯な態度で問題に取り組んでほしい。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］基礎数学における順列・組合せ，二項定理および微分・積分の基礎的理論と演算について復

習しておくこと 

［レポート等］講義の中でコンピュータを用いて解く演習問題を課すので各自必ずレポートとして提出すること。 

教科書： 「入門統計学」 橋本 智雄 （共立出版）  

参考書： 「統計学演習」 村上 正康他（倍風舘），「統計学入門」 東大統計学教室 （東大出版会） 

 [学業成績の評価方法及び評価基準]  

中間試験、定期試験の成績 50％，レポート 50％で評価する。但し，定期試験を除き 60 点に達しない者に対しては，再試験または課題

提出などを行い 60 点を上限とし再評価する。 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

触媒化学 平成１７年度 松田 正徳 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］触媒化学の進展によって，触媒作用が化学式を用いて表現できるようになった。そのことを理解する。 

［授業の内容］ 

「生物応用化学科」学習・教育目標（B）＜専門＞（JABEE 基準

１(1)(ｄ)(2)a））に相当する。 

 

第１週 触媒化学の働きなど 

第２週 Bronsted 酸・塩基 

第３週 Lewis 酸・塩基 

第４週 超強酸・超強塩基 

第５週 錯体（1）配位 

第６週 錯体（2）Wilkinson 錯体 

第７週 錯体（3）Wacker 法 

第８週 中間試験 

 

第９週 固体表面の酸性質 

第 10 週 金属酸化物の酸・塩基触媒作用 

第 11 週 ゼオライトの触媒作用 

第 12 週 金属への化学吸着 

第 13 週 一酸化炭素と水素の合成化学 

第 14 週 金属酸化物の触媒作用（1）水素化 

第 15 週 金属酸化物の触媒作用（2）選択的酸化 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．均一系での触媒の働き（酸，塩基，酸化，還元）が 化学式を用いて説明できる。 

２．均一系での触媒作用に関する化学用語が図を用いて説明できる。  

３．不均一系での触媒の働き（酸，塩基，酸化，還元）が 化学式を用いて説明できる。 

４．不均一系での触媒作用に関する化学用語が図を用いて説明できる。 

［注意事項］  

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 無機化学の基礎的事項を理解していること。 

［レポート等］ 

 理解を深めるため，課題を与える。小テストを行う。 

 教科書： 「触媒化学」プリント 

 参考書：「新しい触媒化学」服部，多田，菊川，射水共薯（三共出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験，中間試験により 60 点以上を確認する。60 点に達しない場合には，再試験（60 点）を行う。ただし，学年末定期試験の再

試験は行わない。 

定期試験，中間試験で 60 点を超える分を 20 点，小テストを 10 点，課題を 10 点の割合で，60 点に加点して評価する。 

［単位修得要件］ 

 定期試験，中間試験により 60 点以上であること。 

 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

工業物理化学 平成１７年度 松田 正徳・高倉 克人 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 「界面化学」分野では，界面現象の重要性を理解する。「電気化学」分野では，工業製品，工業プロセス及び分析手段に活用されて

いる電気的現象の基本原理を学ぶとともに，他の学問分野との関連についても把握する。 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標（Ｂ）＜専門＞及び JABEE 基準

1(1)の(d)(2)a)に対応する。 

前期 

（界面化学） 

第１週 気液界面（表面自由エネルギ－，表面張力） 

第２週 気液界面（Gibbs の吸着等温式） 

第３週 気固界面（Langmuir 式，ＢＥＴ式） 

第４週 気固界面(化学吸着) 

第５週 液液界面（Fowkes 式） 

第６週 液固界面（ぬれ，Young の式） 

第７週 総合演習 

第８週 中間試験 

第９週 会合コロイド（ミセル，ｃｍｃ） 

第１０週 会合コロイド(可溶化) 

第１１週 分散コロイド（ゾル，凝集） 

第１２週 分散コロイド（エマルション） 

第１３週 分子コロイド(高分子水溶液，高分子ゲル) 

第１４週 分子コロイド（高分子非水溶液） 

第１５週 総合演習 

 

 

 

後期 

（電気化学） 

第１週 化学変化とエネルギー：エンタルピー変化，エントロピ

ー変化，ギブズエネルギー変化 

第２週 化学ポテンシャルと平衡：活量，化学ポテンシャル 

第３週 電解反応：電気二重層，電解反応の過程，反応物の濃度

の影響 

第４週 標準電極電位：標準電極電位，基準電極，電池の起電力，

溶解度積 

第５週 ネルンストの式：電気化学ポテンシャル，ネルンストの

式 

第６週 電極電位と電解電流（Ⅰ）：電極電位と活性化エネルギ

ー，電解電流，交換電流密度， 

第７週 電極電位と電解電流（Ⅱ）：バトラー・フォルマーの式，

ターフェルの関係，過電圧 

第８週 中間試験 

第９週 物質輸送と電解電流：フィックの第一法則，フィックの

第二法則，電子移動律速の電極反応と拡散律速の電極反

応，コットレルの式 

第１０週 電極表面の現象：水素発生反応，酸素発生反応，電極

材料と反応速度 

第１１週 電解液：導電率，イオン導電率，モル導電率，輸率，

イオン強度，デバイ・ヒュッケルの極限式 

第１２週 電池：一次電池，二次電池，燃料電池 

第１３週 エレクトロニクスと電気化学（Ⅰ）：エネルギーバン

ド，ｐ型半導体，ｎ型半導体，ｐ-ｎ接合 

第１４週 エレクトロニクスと電気化学（Ⅱ）：ダイオード，発

光ダイオード，半導体レーザ，太陽電池 

第１５週 材料と電気化学：腐食，電気防食 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

工業物理化学（つづき） 平成１７年度 松田 正徳・高倉 克人 ５ 通年 ２ 選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

前期 

（界面化学） 

１．表面張力，Gibbs の吸着等温式 

２．ＢＥＴ式  

３．化学吸着 

４．Fowkes 式 

５．ぬれ，Young の式 

６．ミセル，可溶化，エマルション 

７．ゾル，凝集 

８．高分子溶液，高分子ゲル 

について，説明や計算問題ができる。 

 

後期 

（電気化学） 

１. 電解反応における電気二重層の形成について説明できる。 

２. 代表的な基準電極（標準水素電極，銀－塩化銀電極，カロメ

ル電極）について説明できる。 

３. 標準電極電位から電池の起電力，物質の電子授受能，電解の

所要電圧，固体の溶解度積が計算できる。 

４. 組成（活量，濃度）と電位の関係式（ネルンストの式）を誘

導できる。 

５. 電極電位と電解電流の関係式（バトラー・フォルマーの式，

ターフェルの関係）を誘導できる。 

６. 拡散律速の電極反応（コットレルの式）について説明できる。

７. 電極材料と電極表面での反応速度の関係について説明でき

る。 

８. 電子伝導体，イオン伝導体の導電率及び電解液の導電率が電

離度，イオン間相互作用，溶媒和により変化することを説明

できる。 

９. 各種の電池について説明できる。 

10．ｐ型・ｎ型半導体及びｐ-ｎ接合の応用について説明できる 

11．金属の腐食・防食について説明できる 

［注意事項］ 

数式及び反応式は，物理的及び化学的な意味を把握できるように努めてほしい。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

「界面化学」分野においては，簡単な微分・積分，グラフについて理解していること。「電気化学」分野においては，化学熱力学の

基本事項は理解している必要がある。 

［レポート等］ 

理解を深めるため，課題提出および小テストを実施する。 

教科書：「界面化学」プリント，「電気化学」渡辺 正（丸善）及び配布プリント 

参考書：「コロイドと界面の化学」北原，青木，共訳（広川書店），「表面および界面」渡辺，渡辺，玉井，共著（共立出版），

「新しい電気化学」電気化学協会編（培風館），「アトキンス物理化学」千原・中村訳（東京化学同人） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

「界面化学」分野の評点と「電気化学」分野の評点の平均点とする。 

「界面化学」分野：前期中間・前期末試験により６０点以上を確認する。６０点に達しない場合には，再試験（６０点）を行う。前

期中間・前期末試験で６０点を超える分を２０点，小テストを１０点，課題を１０点の割合で，６０点に加点して評価する。 

「電気化学」分野：後期中間・学年末の２回の試験の平均点を７０％，小テストの結果を３０％として評価する。ただし，後期中間

試験が６０点に達しない場合には，それを補うための再試験を実施して，その結果により６０点を上限として評価することがある。

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

化学工学Ⅲ 平成１７年度 米田 仡 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 粉体は工業原料や食品・医薬品など，身近にあり，かつ広範囲に産業に活用されている。前期の粉体工学では粒子の性質と粉体に関

する基礎知識を学習する。分離技術は工業プロセスにおいて製品の品質そして環境浄化に必要不可欠であり，後期の分離工学では物質

の分け方・分かれ方の基礎知識を学習する。また粉体工学および分離工学の産業への活用状況についても理解する。 

［授業の内容］ 

前期  粉体工学 

第１週 授業の概要 

    粉体の定義，粉体技術の産業での活用 

 （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第２週 粒子径・粒子径分布（1）  

    粒子径の定義 平均径 粒子径分布の表示 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第３週 粒子径・粒子径分布（2）  

    単一粒子の運動― ストークス径 粒子分布測定法   

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第４週 粒子形状・比表面積 

    定義，測定原理，吸着法，Kozeny-Carman 式 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第５週 粉体特性 

    付着，凝集，分散，流動化，粉じん爆発性など  

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第６週 粒子の生成 

    粉砕，気相法，結晶法など         

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)）） 

第７週 粉体の貯槽，供給，輸送 

 （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)）） 

第８週 前期中間試験  

第９週 粉体の混合       

 （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１０週 粉体の混練・成形       

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１１週 粉体の造粒 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(b)(d)(1)））

第１２週 粉体の乾燥・焼成 

         （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１３週 粉体のトラブル---粉じん爆発など  

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１４週 粉体の計測・制御 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１５週 前期まとめ--「粉と産業」「粉と環境及びリサイクル」

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

 

後期  分離工学 

第１週 授業の概要 

    物質の分け方，分かれ方 分離技術の活用などの概要 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第２週 固気分離― 分級 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第３週 固気分離-集じん① 重力集じん 遠心力集じん 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第４週 固気分離-集じん② 湿式集じん［ガス吸収（気液分離）］

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第５週 固気分離-集じん③ バグフィルタ（ろ過集じん） 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第６週 固気分離-集じん④ 粉じんと有害ガスの同時処理 

             ［ごみ焼却炉の排ガス処理技術］ 

（（A）＜技術者倫理＞，（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(b)(d)(1)））

第７週 固液分離-沈殿・凝縮     

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第８週 後期中間試験 

第９週 固液分離-ろ過   

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１０週 相変化による分離- 蒸気圧・沸点などの利用    

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１１週 相変化による分離- 反応・結晶などの利用     

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１２週 相間の分配による分離- 溶解度・吸着などの利用 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１３週 形状・解離性らの違いによる分離- 膜分離など    

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１４週 特殊な作用と場における分離- 磁気作用など 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１５週 化学工学Ⅲ：粉体工学・分離工学のまとめ 

     ----これらの工学の産業への活用の現状と今後の展望

       環境関連法など法規制についての解説 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

化学工学Ⅲ（つづき） 平成１７年度 米田 仡 ５ 通年 ２ 選 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

（粉体工学） 

１．粒子の定義，粒子径・粒子径分布の表示および測定法を理解

し，粒子径分布の表示法を説明できる。 

２．単一粒子の運動・ストークス径について理解し説明できる。 

３．比表面積の測定法。吸着法および Kozeny-Carman 式について

理解し説明できる。 

４．粉体特性（付着・凝集・分散・流動化および粉じん爆発性）

について理解し説明できる。 

５．粒子の生成原理，方法および微細化技術を習得する。 

  粉砕機らの実用技術と装置についても理解する。 

６．粉体の貯層，供給，輸送の基礎技術を習得する。 

  粉体の貯層ハンドリングの実用技術とその装置についても理

解する。 

７．粉体の混合・混練・成形の基礎技術を習得する。 

  粉体製品づくりに欠かせない，これらの実用技術とその装置

についても理解する。 

８. 粉体の造粒・乾燥・焼成の基礎技術を習得する。 

これらの実用技術とその装置についても理解する。 

９. 粉体のトラブル事例をあげ，その原因と防止対策を理解し説

明できる。 閉塞架橋現象，粉じん爆発などについて理解す

る。 

１０．粉体の計測と制御の基礎知識を習得する。 

  粉体製品づくりに欠かせない，これらの実用技術とその装置

についても理解する。 

１１. 身近の「粉」と「粉体工学」の係わりを理解する。 

  粉体技術が産業においていかに活用され役立っているか。 

  これまでの学習をふり返り理解を深める。  

 

（分離工学） 

１．物質の分け方，分かれ方の基礎および分離技術の活用につい

て理解する。 

２．固気分離―― 分級・集じんの基礎理論・技術とその装置につ

いて理解し，それを説明できる。湿式集じんではガス吸収によ

る排ガス中のＳＯｘについても理解する。さらに，最も普及し

ているバグフィルタについてはより詳しく理解を深める。 

３．ごみ焼却炉の排ガス処理など粉じんと有害ガスを同時処理す

る最新の技術についても理解，習得する。 

４．固液分離――― 沈殿・凝集・ろ過について理解し説明できる。

５．相変化による分離――― 蒸気圧，沸点，反応，結晶などによ

る分離技術の基礎とその活用について理解，習得する。 

６．相関の分配による分離――― 溶解度，吸着などを利用した分

離技術の基礎とその活用について理解，習得する。 

７．形状の違いによる分離――― 膜分離，逆浸透，分子ふるいな

どによる分離の基礎とその活用について理解，習得する。 

８．その他の分離――― 解離性の違い（イオン交換など）および

特殊な作用・場（磁気，静電気ら）による分離の基礎とその活

用について理解，習得する。 

９．化学工学Ⅲの総括――― 分離技術は石油精製に見られるよう

に古くから産業技術の中核を担い，品質の向上と環境浄化な

どにおいていかに活用され役立っているか。これまでの学習

をふり返り理解を深める。 

   また，粉体工学，分離工学の産業での活用の今後の展望に

ついても理解する。 さらに環境関連の法規制について概要を

把握する。 

［注意事項］ 粉体工学の基礎理論は難解であるが，日常，粉体は身近にあり，「粉体技術」の実際の活用面からアプローチすれば

興味も湧き，取り組み易い。疑問が生じたら直ちに質問すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 数学の微分・積分，物理学，無機化学 

［レポートなど］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

教科書：配布プリント および 前期：「入門 粒子・粉体工学」（日刊工業新聞社） 後期：「分離」（化学工学会）    

参考書：「粉」（培風館），「粉体工学概論」（日本粉体工業協会），「分離精製技術入門」（培風館） 

[学業成績の評価方法および評価基準] 

前期中間・前期末・後期中間・学年末の試験の結果を９０％，レポートの結果を１０％として評価する｡それぞれの試験について 

６０点に達していない者には同レベルの再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として

それぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。学年末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物機能工学 平成１７年度 内藤 幸雄 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

有機化学，微生物学および生物化学で学習した知識を基盤として，生物機能分子の生合成，分解，再構築システムを理解するととも

に，生体と相互作用する人工的な生物機能分子の構造と機能を学習することを目的とする。 

  

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ｂ）<専門>（JABEE 基準１

(1)(d)(2)a））に対応する． 

前期 

（脂質の代謝と機能） 

第１週 脂肪酸のβ-酸化 

第２週 脂肪酸の合成 

第３週 局所ホルモンであるプロスタグランジン類の合成 

第５週 プロスタグランジン類の生理機能 

第６週 非ステロイド性抗炎症薬 

第７週 コレステロールの生合成と代謝 

第８週 前期中間試験 

第９週 血漿リポタンパク質 

第１０週 脂質低下薬に用いる生物機能分子 

第１１週 コルチコステロイドと抗炎症作用 

第１２週 腎機能に作用する分子 

（無機質の機能） 

第１３週 無機質の生理機能 

第１４週 無機質関連タンパク 

（タンパク質の細胞内輸送と分泌） 

第１５週 プロティンターゲティング 

 

 

後期 

（アミノ酸の代謝と機能） 

第１週 アミノ酸の分解と起炎性物質・神経伝達物質 

第２週 自律神経系と神経伝達物質 

第３週 アンモニアの代謝とオルニチンサイクル 

第４週 クレアチニンリン酸の生成とα－ケト酸の代謝 

第５週 アミノ酸の代謝Ⅰ 

第６週 アミノ酸の代謝Ⅱ 

第７週 アミノ酸の代謝Ⅲ 

第８週 後期中間試験 

（血液凝固） 

第９週 血液凝固 

第１０週 抗血液凝固作用薬  

(ホルモンの機能) 

第１１週 エストロゲンの生理機能 

第１２週 ゲスターゲンの生理機能 

第１３週 視床下部ホルモンの生理機能 

第１４週 脳下垂体ホルモンの生理機能 

第１５週 その他のペプチド性ホルモンの生理機能 

 

 

 

 

（次ページにつづく） 



 

授業科目名 開講年度 担当教官名 学年 開講期 単位数 必・選 

生物機能工学（つづき） 平成１７年度 内藤 幸雄 ５ 通年 ２ 選 

 

〔この授業で習得する「知識・能力」〕 

（脂質の代謝と機能） 

１．脂肪酸合成及び脂肪酸合成系列の概要を説明できる． 

２．プロスタグランジン類合成と生理機能の概要を説明できる．

３．ステロイド性抗炎症薬の概要を説明できる． 

４．コレステロール生合成と代謝の概要を説明できる． 

５．血漿リポタンパク質の概要を説明できる． 

６．脂質代謝改善に用いる機能分子の概要を説明できる． 

７．抗炎症作用に用いる機能分子の概要を説明できる． 

８．腎機能の改善に用いる機能分子の概要を説明できる． 

（無機質の代謝） 

１．無機質の生理作用と代謝の概要を説明できる． 

２．無機質関連タンパクの機能と性質の概要を説明できる． 

（タンパク質の細胞内輸送と分泌） 

１．プロティンターゲティングの概要を説明できる． 

 

（アミノ酸の代謝と機能） 

１．アミノ酸の分解（脱アミノ・脱炭酸）の概要を説明できる．

２．起炎性物質・神経伝達物質の概要を説明できる． 

３．自律神経系と神経伝達物質の概要を説明できる． 

４．離脱したアンモニアの排泄と再利用の概要を説明できる． 

５．アミノ酸代謝と，その意義の概要を説明できる． 

（血液凝固） 

１．血液凝固機構の概要を説明できる． 

２．抗血液凝固作用薬の概要を説明できる． 

(ホルモンの機能) 

１．エストロゲンとゲスターゲンの生理機能の概要を説明できる．

２．視床下部ホルモンの生理機能の概要を説明できる． 

３．脳下垂体ホルモンの生理機能の概要を説明できる． 

４．ペプチド性ホルモンの生理機能の概要を説明できる． 

 

［注意事項］積極的な取り組みを期待する．疑問が生じたら直ちに質問すること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］生物学，生物化学．  

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える． 

教科書：「生化学ガイドブック」遠藤克巳，三輪一智共著（南江堂），「一目でわかる薬理学」麻生 芳郎訳（メディカル・サイエン

ス・インターナショナル） 

参考書：「分子生物学」柳田充弘他２名編集（東京化学同人） 

［学業成績の評価方法］前期中間・前期末・後期中間・学年末および小テストの試験で評価する．中間試験を４０％・期末試験を５０％・

小テストを１０％として評価する．ただし，それぞれの試験で６割を達成できない場合にそれを補うための再試験については６０点を

上限としてそれぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする．学年末試験と小テストにおいては再試験を行わない． 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること。 

 

 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

環境工学 平成１７年度 澤田 善秋 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 我々が日常生活あるいは産業活動を行うにあたって生ずる大気及び水系の環境汚染問題とその防止対策，廃棄物処理，地球環境問題

について学ぶとともに，環境保全の大切さを理解することを目的とする。 

［授業の内容］ 

前期 

第１週 授業の概要 

（大気汚染）大気汚染の発生機構：汚染物質，発生の原因 

 （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第２週 発生機構：産業との関係，人体･植物への影響 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第３週 環境基本法，大気汚染防止法     

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第４週 燃焼・ばい煙防止技術：制御方策，燃焼理論 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第５週 燃焼・ばい煙防止技術：低酸素燃焼   

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第６週 廃煙脱硫・廃煙脱硝          

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)）） 

第７週 ばい煙の拡散：有効煙突高さ，大気の安定度と汚染物質

の拡散  （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第８週 前期中間試験  

第９週 有害物質処理技術        

 （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１０週 除塵・集塵技術        

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

（水質汚濁） 

第１１週 発生機構：汚濁物質と発生源 

（（A）＜技術者倫理＞，（B）＜専門＞（JABEE 基準

(1)(b)(d)(1)）） 

第１２週 発生機構：川の自浄作用，富栄養化，生物濃縮 

         （（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１３週 水質汚濁防止法   

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１４週 汚水処理技術一般：沈降・浮上・凝集操作 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１５週 汚水処理技術一般：清澄ろ過，脱水操作 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

 

後期 

（水質汚濁） 

第１週 物理化学的処理：中和，酸化・還元，沈殿反応 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第２週 物理化学的処理：吸着・イオン交換，電気透析等 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第３週 生物学的処理：生物学的処理法の比較 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第４週 生物学的処理：活性汚泥法，嫌気的処理法 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第５週 有害物質処理技術：Cd，Pb，Cr，As  

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第６週 有害物質処理技術：Hg，シアン，リン，PCB 等 

（（A）＜技術者倫理＞，（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(b)(d)(1)））

（廃棄物処理） 

第７週 廃棄物の性状・処分体系       

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第８週 後期中間試験 

第９週 焼却処理とダイオキシンの発生：防止対策 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１０週 廃棄物の減量化・回収再利用    

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

（地球環境問題） 

第１１週 地球温暖化：地表の温度      

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１２週 地球温暖化：温室効果ガスとその削減 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１３週 酸性雨・オゾン層の破壊      

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１４週 エネルギーと環境問題：現状の認識 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））

第１５週 エネルギーと環境問題：今後の方策 

（（B）＜専門＞（JABEE 基準(1)(d)(1)））



 

 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

環境工学（つづき） 平成１７年度 澤田 善秋 ５ 通年 ２ 選 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

（大気汚染） 

１．次の用語が簡単に説明できる：環境基準，排出基準，低発熱

量，高発熱量，理論空気量，低酸素燃焼，Thermal NOx，Fuel 

NOx，ダウンウォッシュ,ダウンドラフト，有効煙突高さ，最

大着地濃度，２重境膜説 

２．大気汚染の制御方策を４つ挙げることができる． 

３．廃煙脱硫法と廃煙脱硝法の代表的方法をそれぞれ１つづつ挙

げ簡単に説明できる。 

４．硫黄酸化物のＫ値規制とその根拠について説明できる。 

５．気温の勾配と大気の安定性の関係について説明できる。 

６．微分型ガス吸収装置の高さの計算ができる。 

７．集塵装置の形式と特徴が説明できる。 

（水質汚濁） 

１．次の用語が簡単に説明できる：BOD，COD，総量規制，川の自

浄作用，富栄養化，生物濃縮，加圧浮上法，Boycott 効果，

清澄ろ過，ケークろ過，圧搾脱水，キレート樹脂，電気透析，

逆浸透法，MLSS， SVI  

２．上向流沈降装置の面積が計算できる。 

３．沈降槽における傾斜板効果が評価できる。 

４．コロイドの安定性と凝集剤の役割について説明できる。 

５．活性汚泥法のフローシートを簡単に説明できる。 

６．水質汚濁防止法で指定されている有害物質の代表的処理法を

説明できる。 

（廃棄物処理） 

１．ダイオキシンの毒性と発生のメカニズムの概要を理解してい

る。 

（地球環境問題） 

１．酸性雨，オゾン層破壊のメカニズムの概要を理解している。

２．地球の温暖化のメカニズムが説明できる。 

３．自然エネルギーの概要が説明できる。 

 

［注意事項］ 対象が工学全分野にわたるため，積極的な取り組みを期待する。疑問が生じたら直ちに質問すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 無機化学，有機化学，分析化学，物理化学，化学工学および物理学の基本的事項は理解し

ている必要がある。 

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

教科書：「環境工学講義用ノート」 生物応用化学科編著 

参考書：「公害防止の技術と法規 大気編 水質編」 公害防止の技術と法規編集委員会編（産業公害防止協会） 

[学業成績の評価方法および評価基準] 

前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点で評価する。ただし，学年末試験を除く３回の試験のそれぞれについて

６０点に達していない者には同レベルの再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として

それぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。学年末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

与えられた課題レポートを全て提出し，学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

化学製図 平成１７年度 澤田 善秋 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 Excel 2000 を使用して反応器，熱交換器等の設計，製図を行う。また，簡易ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙを用いて経済的効果を含めたﾌﾟﾛｾｽ最適化

を行い，実社会の技術者に要求されるｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝｽを身につける。更に，設計した装置の具現化の際に上位組織に認可させるために

必要なﾌﾟﾚｾﾞﾝ技術を Power Point 2000 を媒体にして養う。 

［授業の内容］前期第１週～第１５週までと後期第１週～第１５

週までの内容はすべて，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞（JABEE 基

準(1)(d)(1)）に相当する。 

前期 
第１週 授業の概要 

  (情報技術)Excel 2000 による関数，作表，ｸﾞﾗﾌｳｨｻﾞｰﾄﾞの取り

    扱い 

 (反応器) 

第２週 反応速度:反応転化率から擬一次反応速度定数の決定 

第３周 ｱﾚﾆｳｽの式:反応温度の速度定数への影響，転化率から 

活性化ｴﾈﾙｷﾞｰ，頻度因子の決定 
第４週 物質収支:反応器，熱交換器周りの物質収支作成 

第５週 熱収支:反応器，熱交換器周りの熱収支作成 

第６週 反応器:反応器容積の決定，強度計算，重量と反応器制作

費 

第７週 付属熱交換器:熱交換器概略伝熱面積の決定，伝熱面積と

熱交換器制作費 

第８週 中間試験 

第９週 ﾌﾟﾛｾｽ最適化:反応温度と反応器，熱交換器制作費， 

触媒費用および必要な用役費との関係から最適運転 

条件の決定 

 (製図) 

第１０週 ﾌﾛｰｼｰﾄ:Excel 2000 による図形描画の基礎 

第１１週 ﾌﾛｰｼｰﾄ:EFD 構成要素と反応器周りフローシート作成 

 (熱交換器) 

第１２週 熱交換器の設計:二重境膜説を基本とした熱交換器設

計の基礎概説 

第１３週 熱交換器の設計:境膜伝熱係数から総括伝熱係数，

伝熱面積の決定 

第１４週 熱交換器の設計:Sieder-Tate の式を用いた境膜伝熱係

数の決定) 

第１５週  熱交換器の設計:操作条件を変化させた場合の境膜

伝熱係数，総括伝熱係数および伝熱面積への影響につ

いてのｹｰｽｽﾀﾃﾞｨｰ 

後期 

 (情報技術) 

第１週 ﾌﾟﾚｾﾞﾝ基礎:Power Point 2000 による描画，ｸﾞﾗﾌ，ｱﾆﾒ，

第２週 ﾌﾟﾚｾﾞﾝ基礎:卒業研究ﾃｰﾏを題材としたﾌﾟﾚｾﾞﾝ資料 

作成 

第３週 ﾌﾟﾚｾﾞﾝ基礎:卒業研究ﾃｰﾏを題材としたﾌﾟﾚｾﾞﾝ資料 

作成 
 (撹拌槽) 

第４週 撹拌槽の設計:撹拌槽設計の基礎概説 

第５週 撹拌槽の設計:回分型反応器の仕込量，反応速度の反応器

容積への影響 

第６週 撹拌槽の設計:撹拌所用動力の推算 

第７週 撹拌槽の設計:ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟの撹拌所用動力，周速への影響 

第８週 中間試験 

 (蒸留塔) 

第９週 蒸留塔の設計:逐次段計算，MacCabe-Thiele 図法に 

よる蒸留塔設計の基礎概説 

第１０週 蒸留塔の設計:簡易シミュレーションモデルを用いた

還流比の段数への影響 

第１１週 蒸留塔の設計:簡易シミュレーションモデルを用いた

還流比の製品純度，収量等への影響 

 (製図) 

第１２週 ﾌﾛｰｼｰﾄ:蒸留塔周りﾌﾛｰｼｰﾄ作成 

第１３週 ﾌﾛｰｼｰﾄ:蒸留塔周りﾌﾛｰｼｰﾄ作成 

第１４週 配管図:反応器周り配管図ｱｲｿﾒ製図概説 

第１５週 配管図:反応器周り配管図ｱｲｿﾒ製図演習  



[この授業で習得する「知識・能力」] 
 (情報技術) 

１．Excel 2000 の関数，作表，ｸﾞﾗﾌｳｨｻﾞｰﾄﾞを用いて目的の計算，

ｸﾞﾗﾌ化が出来る。 

２．Excel 2000 の図形描画を用いて装置構成要素の作図，ﾌﾛｰｼｰﾄ

の作成が出来る。  

３．Power Point 2000 の描画，ｸﾞﾗﾌ，ｱﾆﾒ機能を用いて卒業研究

発表会のﾌﾟﾚｾﾞﾝ資料が作成できる。  

(反応器) 

１． 反応速度定数の決定，温度の速度定数への影響(活性化ｴﾈﾙｷﾞ

ｰ，頻度因子)が計算出来る。 

２． 反応器周りの物質収支，熱収支が計算出来る。 

３． 反応器容積の決定，強度計算および重量と制作費の関係を計

算できる 

４． 反応温度と反応器容積，制作費および触媒費用と用役費との

関係を基に最適化が図れる。 

 

(熱交換器) 

１． 境膜伝熱係数，総括伝熱係数から伝熱面積が計算できる。 

２． Sieder-Tate の式を用いて境膜伝熱係数が計算できる。 

３． 操作条件を変化させた場合の境膜伝熱係数，総括伝熱係数お

よび伝熱面積への影響のｹｰｽｽﾀﾃﾞｨｰが出来る。 

（製図） 

１． Excel 2000 の図形描画を用いて装置構成要素の作図，ﾌﾛｰｼｰ

ﾄの作成が出来る。 

２． Excel 2000 の図形描画を用いて反応器周りのｱｲｿﾒ配管図が

描ける。  

(撹拌槽) 

１． 仕込量，反応速度，反応時間等から反応器容積が計算できる。

２． 撹拌所用動力が計算できる。 

３． ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟ時の撹拌所用動力，周速への影響が計算できる。 

(蒸留塔) 

１． 簡易ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙを用いて還流比の段数，製品純度，収量等

への影響が計算できる。 

 

［注意事項］ 各回の授業演習が関連しているため，疑問が生じたら直ちに質問する姿勢が望まれる。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 化学工学に関する基礎的な事項を理解していること。 

［レポート等］ 設計計算書，ｽｹﾙﾄﾝ，ｸﾞﾗﾌ，ﾌﾛｰｼｰﾄ図等を提出させる。 

教科書： 「化学製図」 生物応用化学科編著 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点で評価する。ただし，学年末試験を除く３回の試験のそれぞれについて

６０点に達していない者には同レベルの再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として

それぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。学年末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

与えられた課題レポートを全て提出し，学業成績で６０点以上を取得すること。 
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